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はじめに

校長 石井 純一

茨城県立水戸第二高等学校のスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）支援事業は、

15年を終了し、経過措置２年のうち１年が終了します。この１年、コロナ禍が続き、海外

研修など、これまで当たり前に行ってきたプログラムも、延期、変更、中止と局面に応じ

て変化することを余儀なくされました。このように様々な制約を受けてきますと、悪いこ

とばかりでなく、新たな工夫を考え出します。どんな困難にも負けない、人間の強さを見

ることができました。課題研究に挑戦する生徒たちも同様です。本来ならば、大学の研究

室や民間の研究機関に直接赴き、対面でご指導を仰ぎ、自己の疑問点を克服していくので

すが、オンラインなどを駆使して、解決を図る者も大勢でてきました。研究者としての矜

恃や何事にも動じないという強さを身に付け始めてくれたと思います。

これは、指導にあたる教師側にとっても、経過措置から再指定を目指す、方向性を確認

する良い時間を与えていただきました。これからの時代、個人が自分で考え、判断し、最

適な行動を取ることが求められます。考えるための情報収集と、その取捨選択が求められ

ます。取捨選択を行うためには、その場に応じた判断が求められます。その根拠には、正

しい手法で求めたデータが必要です。理系と言われている人にだけ求められる力ではあり

ません。文系だと思っている人たちにも求められます。まさに、文理という垣根は、今以

上に低くなります。さらに、ＳＳＨで求められる先進的な理数研究においても、文系的素

養も意味をなしてきます。高等学校においては、大学等における学びの中心である研究に

つながるよう、各学年における探究が、基礎から充実、発展とらせん状につながって行く

ことが重要です。まずは、疑問に思うことから始まり、仮説を立ててみます。その仮説を

検証するために、実験や観察、先行研究を調査、ときにはフィールドワークやインタビュ

ー調査も駆使し、データを収集します。そのデータを基に、自分の仮説を正しいものとし

て、他者を説得、納得するためにはという論理を組み立てます。この手法は、ＳＳＨの課

題研究において長年に培ってきました。時代は、これまで歩んできた道と、轍を同一にし

ております。本校には、15年間培ってきたインセンティブがあります。さらに、ここ３年

間、それぞれの場面で、理数の教職員だけでなく、全教職員が START プログラムや環境
科学を通して、基礎から関わり、課題研究の手法まさに探究の指導法を学び直しました。

それぞれの教科の特性をいかしながらも、素朴な疑問、仮説検証、自分の考えを持ち表現

することを、どのように取り組ませるかということを進めています。自分が導いた結論を

再現してみること、それによりいつでも、どこでも、誰が行ってもという普遍性を獲得し

ます。校訓である「叡智・仁愛・創造」は、学ぶ意味であり、学ぶ方向性であり、学び方

でもあります。各教科で得た知識を、他教科でも応用させることで、単なる知識が叡智に

昇華します。その叡智は、仁愛の精神の基、社会貢献などにつながります。人々が、より

豊かで幸福な人生を送るために、新たな価値を創造すること、そのために、また基礎とな

る新たな知識を獲得するという、メビウスの輪のような連続性になります。

結びになりますが、実施研究報告書を刊行するにあたり、科学技術振興機構、茨城県教

育委員会、水戸市教育委員会、茨城大学・筑波大学、各研究機関の方々をはじめ、ご協力

を賜りました皆様方に心から感謝申し上げます。全教職員で、再指定を目指しブラッシュ

アップしてまいりますので、今後ともご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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❶ 令和３年度ＳＳＨ研究開発実施報告（要約） 
 
 ① 研究開発課題  

水戸二高 SSH サイクルや主体的・協働的な学びを活用した、科学技術を牽引できる女性の育成 

 ② 研究開発の概要  
 
｢科学研究プログラム｣と｢科学教育プログラム｣を設定し、それぞれに学校設定科目とアクティ

ブサイエンスの２本柱を立て、相互に関連させながら研究開発を進める。 
科学技術を牽引できる女性としての「発想力」や「問題解決力」及びその基盤を育成するため

の指導法の研究開発を目指す。課題を発見し考え実践する能力を伸ばすためには、水戸二高 SSH
サイクルや主体的・協働的な学びの活用等による「科学研究プログラム」とその基盤となる「科
学教育プログラム」の展開が有効である。 

研究開発成果の検証には、本校生徒の特性を考慮して開発した『新・水戸二の学びルーブリッ
ク』による自己評価や相互評価を用いる。また、生徒成果物および生徒変容に対する客観的評価
方法についても研究開発を進める。 

 

 ③ 令和３年度実施規模  
課程（全日制） 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 321 8 319 8 318 8 958 24 
科学教育プログ

ラムは、全校生徒を
対象に実施。 

科学研究プログ
ラムは、ＳＳコース
および科学部・家庭
クラブを中心に実
施。 

ＳＳコース － － 40 1 31 1 71 2 

理系 － － 108 3 89 2 197 5 

文系 － － 171 4 198 5 369 9 

(内理系) － － 148 4 120 3 268 7 

課程ごとの計 321 8 319 8 318 8 958 24 
  

 ④ 研究開発の内容  
 

○研究開発計画 事  業 

科学研究 

プログラム 

学校設定科目 

【１】SS 課題研究 

【２】SS 理科（SS 物理Ⅰ・SS 物理Ⅱ・SS 化学Ⅰ・SS 化学Ⅱ・SS 生物Ⅰ・SS 生物Ⅱ） 

【３】サイエンスイングリッシュ 

アクティブサイエンスⅡ 
【４】サイエンスツアー    【５】女子高生 STEAM コンテスト 

【６】科学部・家庭クラブ 

科学教育 

プログラム 

学校設定科目 
【７】白百合セミナー（START プログラム・自然科学体験学習・SSH 講演会） 

【８】自然科学Ａ・Ｂ     【９】環境科学 

アクティブサイエンスⅠ 
【10】水戸二高環境科学フォーラム 【11】小・中学校サイエンスサポート 

【12】データサイエンス特別講座【13】国際性を高める取組 
【 】：事業番号   

① 第１年次（令和３年度） 
・全事業を実施する。 
・これらの事業の中で、生徒全員が科学的思考を高めるための有効な指導法やＩＣＴの実効的

な活用のために教員研修を実施する。また、科学教育の拠点となるためのネットワーク強化
のため、科学探究のオリジナルテキスト刷新をはかる。 

② 第２年次（令和４年度） 
・全事業を実施する。 
・第１年次に加え、生徒変容の分析、大学・研究機関からの評価をもとに２年間の研究開発成

果の総括と有効な科学教育手法について発信する。 
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○教育課程上の特例 

教科 科目 単位数 １年 ２年文 ２年理 ２年 SS 
３年

文 

３年

理 
３年 SS 

総合的な探究の時間 白百合セミナー 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○   

理  科 

自然科学Ａ 4 ○             

自然科学Ａ 2   ○情報１ ○ ○       

自然科学Ｂ 4         ○ ○  ○  

環境科学 1   ○情報１ ○情報１         

SS 化学Ⅰ 3     ○情報１ ○情報１       

SS 物理Ⅰ、SS 生物Ⅰ 3     ○ ○     

SS 物理Ⅱ、SS 生物Ⅱ 4         ○ ○ 

SS 課題研究 2       ○情報１     ○総合１ 

外 国 語 サイエンスイングリッシュ 2       ○     ○ 

・｢自然科学Ａ｣：１年において｢化学基礎｣、｢生物基礎｣に替え、４単位で実施。２年文系で｢地学基礎｣、｢社会と情

報｣(１単位)に替え、また、２年理系、SS コースで｢物理基礎｣(又は地学基礎)、｢社会と情報｣(１

単位)に替えて、それぞれ、２単位で実施する。 

・｢自然科学Ｂ｣：３年で｢化学基礎｣、｢地学基礎｣、｢生物基礎｣に替え、４単位で実施する。 

・｢環境科学｣  ：２年文系、理系で｢社会と情報｣(１単位)に替え、１単位で実施する。 

・｢SS 化学Ⅰ｣ ：２年 SS コースで、｢社会と情報｣の１単位と｢化学｣の２単位を合わせ３単位で実施する。 

・｢SS 課題研究｣：２年 SS コースは｢社会と情報｣(１単位)に替え、３年 SS コースにおいては、｢総合的な 学習の時

間｣(１単位)に替えて、それぞれ１単位で実施する 

 
○令和３年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
・全学年   ･･･｢白百合セミナー(１年は START プログラム｢道徳｣)｣は、総合的な探究の時間に実施。 
・１･２年 ･･･｢自然科学Ａ｣必修 
・２年   ･･･文･理系｢環境科学｣必修、SS コース｢SS 課題研究｣･｢サイエンスイングリッシュ｣必修 

SS･理系：｢SS を付す科目｣必修 
・３年   ･･･文系｢自然科学 B｣必修、SS･理系｢SS 化学｣を除く｢SS を付す科目｣２科目選択かつ｢SS

化学｣･｢自然科学 B｣から１科目選択、SS コース｢SS 課題研究｣･｢SE｣必修 
 
○具体的な研究事項・活動内容 
 １ 科学研究プログラム 

事 業 
対   象 

備 考 
１年 ２年文 ２年理 ２年 SS ３年文 ３年理 ３年 SS 

【１】SS 課題研究    ◎   ◎  

【２】SS 理科    
◎化学Ⅰ 

〇物理Ⅰ･生物Ⅰ 
  

〇化学Ⅱ 

〇物理Ⅱ･生物Ⅱ  
地学Ⅰ・地学Ⅱは実施せず 

【３】サイエンスイングリッシュ     ◎Ⅰ    ◎Ⅱ  

【４】サイエンスツアー   ☆       

【５】女子高生 STEAM コンテスト ☆ 県内外女子高校生 

【６】科学部・家庭クラブ ☆  

  ※ 事業２ SS 理科：SS 物理Ⅰ・SS 物理Ⅱ・SS 化学Ⅰ・SS 化学Ⅱ・SS 生物Ⅰ・SS 生物Ⅱ 
※ ◎は必修、〇は選択、☆は希望者 

２ 科学教育プログラム 

事 業 
対   象 

備 考 
１年 ２年文 ２年理 ２年 SS ３年文 ３年理 ３年 SS 

【７】白百合セミナー         

 ①START プログラム ◎       

 ②SSH 講演会 ◎  

 ③自然科学体験学習 ☆        

【８】自然科学Ａ・Ｂ ◎Ａ 〇Ｂ  

【９】環境科学   ◎       

【10】水戸二高環境科学フォーラム ☆ 小･中学生 

【11】小・中学校サイエンスサポート ☆ 小･中学生 

【12】データサイエンス特別講座  ◎     

【13】国際性を高める取組 ☆  

  ※ ◎は必修、〇は選択、☆は希望者    
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 ⑤ 研究開発の成果と課題  
 
○研究成果の普及について 

ア） 事業終了ごとに、学校ＨＰの更新 
イ）｢SS 課題研究｣、｢科学部・家庭クラブ｣の研究成果の校内掲示、発表動画の限定公開 
ウ）SS 課題研究発表会、SSH 研究成果報告会、授業公開週間での研究開発成果の普及 
エ）｢START プログラム｣での探究の学びのオリジナルテキスト作成 
オ）環境科学ネットワーク、サイエンスサポートにおける研究開発成果の普及  

○実施による成果とその評価 
１ 科学研究プログラム 
（１）SS 課題研究では、３学年 SS 課題研究において、13 件の研究論文を作成した。発表会等へのべ 33

件が応募し 11 件が入賞した。１件は第 12 回坊ちゃん科学賞で優秀賞を受賞した。 
（２）SS 課題研究発表会後の運営指導委員からの評価概要は以下のとおり。 

・何より発表した生徒たちは、研究を楽しんでいる。 
・年々、実験の成果が上がっている。 
・英語での発表など全体的に発表の様子は素晴らしい。 

（３）２学年の SS 課題研究では、 (公財)日本科学協会サイエンスメンタープログラムのメンティ認定
を受け、研究費の支援と専門技術者からの直接指導を頂戴している。科学部は、(公財)げんでんふ
れあい茨城財団より助成対象校として 10 万円の支援を受けた。家庭クラブは、茨城県学生ビジネス
プランコンテスト 2021 水戸ヤクルト販売株式会社賞・サポーター賞を受賞した。 

２ 科学教育プログラム 
（１）探究の学びの自己評価に、新・水戸二の学びルーブリック(関係資料【１－１】)を用い、生徒変

容と経年変化を評価した。研究成果報告会後の自己評価は、ほぼ全ての項目において前年度より高
い自己評価をした。年度内に複数回の自己評価をしており、回答を重ねる中で自己評価が高
まる傾向があるのではないかと推測する。また、評価表(関係資料【１－５】)を全生徒に
配布し、ポートフォリオとして活用させている。 

（２）学校全体として授業改善が進んでいる(関係資料【２－３】)。 
（３）小･中学校サイエンスサポート参加者から高評価を得た(関係資料【２－１】)。  
○実施上の課題と今後の取組 
１ 科学研究プログラム 
（１）SS 課題研究では、運営指導委員からは次のような指摘があった。 

・科学的な根拠づけにおいて、一層の指導が必要。 
・市場経済においては、オンリーワンこそが投資家にとって重要事項。 
・テーマ設定が正確になされているが、科学的に研究をつめていく部分はもう少しである。 

これを受け、大学の先生方より直接 17 件のテーマ一つ一つについて、実験の進め方や今後のまと
め方、追加すべき検証方法等、詳細かつ具体的なアドバイスを頂いた。 

（２）課題解決に向けて探究する授業づくりへ向け、全教職員での授業研究の機会を増やしたい。 
（３）COVID-19 拡大により実施できなかった事業がある。Online を活用するなど、実施形態を変更しな

がら可能な限り実施したい。 
２ 科学教育プログラム 
（１）START プログラムでは、課題設定をどのように導き、時間をどのように確保するか。さらに、探究

を深化させる論理的思考力をつけるためにはどのような方法が効果的かを探っていく必要がある。
１単位の授業時間の中で、育成すべき資質・能力についての精選を検討する。 

（２）課題解決に向けて探究する授業づくりへ向け、全教職員での授業研究の機会を増やしたい。 
３ その他 

積極的な研究成果の発信を行い、科学技術系人材育成へ向けた研究開発に関する先進的な取組に
ついての交流の拠点となることが求められる。Online を活用した交流会を主催する。また、先端科
学領域についての助言を頂けるよう、大学や研究機関との協力・連携を強化構築する。 

 
⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  
 
【４】サイエンスツアー 

 第１回「茨城大学理学部サイエンスツアー」 ・・・ COVID-19 拡大に伴い中止 
【５】女子高生 STEAM コンテスト 

実施予定日：９月 11 日（土） 会場：本校２号館 ・・・ COVID-19 拡大に伴い延期 
実施予定日：１月 29 日（土） 会場：本校 2 号館 ・・・ COVID-19 拡大に伴い中止 

【６】科学部・家庭クラブ 
  科学部「Happy Science in Summer」８/17(火)、18(水) ・・・ COVID-19 拡大に伴い中止 
【９】環境科学 

水戸市環境フェア ６月６日（日） ・・・ COVID-19 拡大に伴い中止 
とうかい環境フェスタ ２月５日（土） ・・・ COVID-19 拡大に伴い中止 

【10】水戸二高環境科学フォーラム 
実施予定日：10 月９日（土） 会場：本校会議室 ・・・ COVID-19 拡大に伴い延期 
実施予定日：２月 18 日（金） 会場：本校体育館 ・・・ COVID-19 拡大に伴い中止 

【11】小・中学校サイエンスサポート 
実施予定日：８月 10 日(火)、11 日(水)、19 日(木)、23 日(月)・・・COVID-19 拡大に伴い延期 

【13】国際性を高める取組 
・Global Education Program 2021 ・・・ COVID-19 拡大に伴い中止   

○教育課程上の特例 

教科 科目 単位数 １年 ２年文 ２年理 ２年 SS 
３年

文 

３年

理 
３年 SS 

総合的な探究の時間 白百合セミナー 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○   

理  科 

自然科学Ａ 4 ○             

自然科学Ａ 2   ○情報１ ○ ○       

自然科学Ｂ 4         ○ ○  ○  

環境科学 1   ○情報１ ○情報１         

SS 化学Ⅰ 3     ○情報１ ○情報１       

SS 物理Ⅰ、SS 生物Ⅰ 3     ○ ○     

SS 物理Ⅱ、SS 生物Ⅱ 4         ○ ○ 

SS 課題研究 2       ○情報１     ○総合１ 

外 国 語 サイエンスイングリッシュ 2       ○     ○ 

・｢自然科学Ａ｣：１年において｢化学基礎｣、｢生物基礎｣に替え、４単位で実施。２年文系で｢地学基礎｣、｢社会と情

報｣(１単位)に替え、また、２年理系、SS コースで｢物理基礎｣(又は地学基礎)、｢社会と情報｣(１

単位)に替えて、それぞれ、２単位で実施する。 

・｢自然科学Ｂ｣：３年で｢化学基礎｣、｢地学基礎｣、｢生物基礎｣に替え、４単位で実施する。 

・｢環境科学｣  ：２年文系、理系で｢社会と情報｣(１単位)に替え、１単位で実施する。 

・｢SS 化学Ⅰ｣ ：２年 SS コースで、｢社会と情報｣の１単位と｢化学｣の２単位を合わせ３単位で実施する。 

・｢SS 課題研究｣：２年 SS コースは｢社会と情報｣(１単位)に替え、３年 SS コースにおいては、｢総合的な 学習の時

間｣(１単位)に替えて、それぞれ１単位で実施する 

 
○令和３年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
・全学年   ･･･｢白百合セミナー(１年は START プログラム｢道徳｣)｣は、総合的な探究の時間に実施。 
・１･２年 ･･･｢自然科学Ａ｣必修 
・２年   ･･･文･理系｢環境科学｣必修、SS コース｢SS 課題研究｣･｢サイエンスイングリッシュ｣必修 

SS･理系：｢SS を付す科目｣必修 
・３年   ･･･文系｢自然科学 B｣必修、SS･理系｢SS 化学｣を除く｢SS を付す科目｣２科目選択かつ｢SS

化学｣･｢自然科学 B｣から１科目選択、SS コース｢SS 課題研究｣･｢SE｣必修 
 
○具体的な研究事項・活動内容 
 １ 科学研究プログラム 

事 業 
対   象 

備 考 
１年 ２年文 ２年理 ２年 SS ３年文 ３年理 ３年 SS 

【１】SS 課題研究    ◎   ◎  

【２】SS 理科    
◎化学Ⅰ 

〇物理Ⅰ･生物Ⅰ 
  

〇化学Ⅱ 

〇物理Ⅱ･生物Ⅱ  
地学Ⅰ・地学Ⅱは実施せず 

【３】サイエンスイングリッシュ     ◎Ⅰ    ◎Ⅱ  

【４】サイエンスツアー   ☆       

【５】女子高生 STEAM コンテスト ☆ 県内外女子高校生 

【６】科学部・家庭クラブ ☆  

  ※ 事業２ SS 理科：SS 物理Ⅰ・SS 物理Ⅱ・SS 化学Ⅰ・SS 化学Ⅱ・SS 生物Ⅰ・SS 生物Ⅱ 
※ ◎は必修、〇は選択、☆は希望者 

２ 科学教育プログラム 

事 業 
対   象 

備 考 
１年 ２年文 ２年理 ２年 SS ３年文 ３年理 ３年 SS 

【７】白百合セミナー         

 ①START プログラム ◎       

 ②SSH 講演会 ◎  

 ③自然科学体験学習 ☆        

【８】自然科学Ａ・Ｂ ◎Ａ 〇Ｂ  

【９】環境科学   ◎       

【10】水戸二高環境科学フォーラム ☆ 小･中学生 

【11】小・中学校サイエンスサポート ☆ 小･中学生 

【12】データサイエンス特別講座  ◎     

【13】国際性を高める取組 ☆  

  ※ ◎は必修、〇は選択、☆は希望者    
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別紙様式２－１ 
茨城県立水戸第二高等学校 指定第Ⅲ期目 03～04 

 

❷ 令和３年度ＳＳＨ研究開発の成果と課題 
 

 ① 研究開発の成果  
 
１ 科学研究プログラム 

【１】SS 課題研究 

 〇 実施概要 

３学年：SS 課題研究発表会 7 月 17 日（土）駿優教育会館 

２学年：第１回中間発表会 ６月２日（水） 本校視聴覚室 

第２回中間発表会 11 月 17 日（水） 本校視聴覚室 

高校生の科学研究発表会＠茨城大学 １月８日（土） 茨城大学講堂 

SSH 研究成果報告会 ２月 18 日（金） 駿優教育会館・本校体育館 

茨城県高校生科学研究発表会 ３月 15 日（火）～21 日（月） Web 開催 

つくば Science Edge  ３月 25 日（金） つくば国際会議場 

 〇 成果 

ア）３学年 SS 課題研究において、13 件の研究論文を作成した。発表会等へのべ 33 件が応募し

11 件が入賞した。上位入賞は以下のとおり。 

東京理科大学 第 12 回坊ちゃん科学賞 優秀賞 

(公財)京都技術科学センター テクノ愛 2021 優秀賞 

朝日新聞社 JSEC2021 入賞 

筑波大学 第 16 回科学の芽賞 学校奨励賞 

茨城県 第 65 回茨城県児童生徒科学研究作品展 茨城県高等学校教育研究会長賞 

イ）SS 課題研究発表会(７/17)後の運営指導委員５名からの評価概要は以下のとおり。 

・何より発表した生徒たちは、研究を楽しんでいる。･･･ 全委員 

・科学探究のプロセスを学ぶことが大切。･･･全委員 

・年々、実験の成果が上がっている。･･･委員２名 

・英語での発表など全体的に発表の様子は素晴らしい。･･･委員１名 
ウ）２学年 SS コースは 39 名が在籍し、17 件の課題研究に取り組んでいる。 

エ）新・水戸二の学びルーブリック自己評価では、SS コース生徒は文系･理系生徒よりもほぼ

全ての項目で高い自己評価をし、１年間の変容においても自己評価が高まっている。SS 課

題研究をとおして自信に繋げている（関係資料【１－２】研究成果報告会 ルーブリッ

クとその変容参照)。 

オ）２学年 SS コースの１班(２名)は、(公財)日本科学協会サイエンスメンタープログラムのメ

ンティ認定を受け、研究費の支援と専門技術者からの直接指導を頂戴している。 

カ）研究成果報告会(２/18)後の運営指導委員５名からの評価概要は以下のとおり。 

・興味関心からのテーマ設定が研究の原点。楽しんで行えることが重要である。 

・継続の研究ばかりではなく、独自の研究が多く、内容が多岐にわたっている。 

・疑問に対して考えて課題解決に向けて取り組んでいくことに関して、良い取り組みをして

いる。 

・興味・関心から本質的な部分にどのように進んでいくのかが大切である。 

・家庭科などでの学習やどこかで興味を得たことを研究していくと幅広い知識が増える。 

・SDGs の取り組みなど小学生、中学生で行ってきた探究を日常との関わりの中で考え、それ

を深めることも良い。また、それに対し社会活動をどのように行っていくかが、今後の取

り組みの課題である。 

・他のクラスの生徒の発表を見ることによって、発表の仕方について新たな発見があったの

ではないか。 
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【２】SS 理科（SS 物理Ⅰ、SS 物理Ⅱ、SS 化学Ⅰ、SS 化学Ⅱ、SS 生物Ⅰ、SS 生物Ⅱ） 

〇 実施概要 

（１）実施時期   通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数）  ２学年理系・SS コース SS 化学Ⅰ（必３）、SS 物理 I・SS 生物 I（選３） 

３学年理系・SS コース SS 化学Ⅱ（選４）、SS 物理Ⅱ（選４）、SS 生物Ⅱ（選４） 

 〇 成果 

SS 理科Ⅰでの ICT 活用とグループ学習での学びあいにおいて、大多数の生徒にとって効果的

な学習が実践された（関係資料【２－３】生徒による授業アンケート参照）。「設問１．コン

ピューターやタブレットなどを活用し、生徒の興味関心を高めるように、学びの進め方を工夫

している。」で 98％、「設問２．思考力・判断力・表現力の育成を考えて、生徒がじっくりと

考える時間を設けている。」で 100％、「設問３．生徒同士の対話や、ふりかえりの時間及び教

員との質疑応答の機会を設けている。」で 98％、「設問７．生徒が課題を設定し、議論し、解

決策を考えることができる時間を設けている。」で 97％の生徒から肯定的な回答を得た。 

一昨年度より理系生徒と SS コース生徒の混合クラス編成をしており、SS 課題研究でのグルー

プ内・グループ間議論の形式が、SS コース以外の生徒に対して波及効果をもたらしている。 

  

【３】サイエンスイングリッシュ 

〇 実施概要 

（１）実施時期   通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） ２学年 SS コース（１）  ３学年 SS コース（１） 

（３）SS 課題研究発表会 ＜３学年＞ 

  ・実施日：令和３年７月 17 日(土)  ・会場：水戸駿優会館大ホール 

（４）SE 講演会 ＜２学年＞ 

 ・実施日：令和３年 12 月２日（木）９：40～12：45 

 ・講 師：有限会社インスパイア副代表 ヴィアへラー幸代 氏 

 ・内 容：講義｢英語によるプレゼンテーションの心得｣・演習「英語によるグループ発表」 

（５）英語による課題研究発表会 (Oral Scientific Presentation) ＜２学年＞ 
・実施日：令和４年１月 28 日（金）５･６校時  ・内 容：発表４分・質疑応答２分 

〇 成果 

多くの生徒が英語のプレゼンテーション技能について具体的な方法と意識すべき事柄を明確

にできるようになった（関係資料【２－２】SE 講演会 振り返り参照）。 

３学年は、理科教員と ALT とティームティーチングによりプレゼンテーションの指導を実施し

た。SS 課題研究発表会においては全員が要旨を英語で発表し、３件は All English で研究発表

を行った。英語でわかりやすく説明するためには研究についてより正確な知識と理解が必要であ

ることを実感し、さらに英語運用能力を向上させた。 

２学年は、「研究発表ですぐに使える理系の英語プレゼンテーション（日刊工業新聞社）」を

教材として使用した。プレゼンテーションについては、①発話のわかりやすさ、②スピーチの構

成、③スライドの構成、④態度、⑤質問の仕方、受け方の５点を特に意識させた。また、speaking

のペア活動や ALT とのティームティーチングにより、論理的かつ説得力のある文章の書き方の練

習やディベートに向けての活動に取り組み、コミュニケーション能力および批判的思考力を向上

させた。 

 

【４】サイエンスツアー 

〇 実施概要 

 第２回「関東 SSH 女子高校等研究交流会 お茶の水大学 夏の研修会（Web）」 

実施日：８月 17 日（火）、18 日（水）  会場：本校化学実験室（Web） 

講師：お茶の水女子大学教員・学生  参加生徒：14 名 

     概要：２日間で８講座を開設し、希望する講座に Web で参加した。 

第３回「日本原子力研究開発機構アジア研修生との Web 交流」 

実施日時：11 月 15 日（月） 13:00～17:00 

会場：本校化学実験室（Web） 参加生徒：11 名 

概要：海外在住の研修生との交流、合同放射線測定実習を全て英語で実施した。 

別紙様式２－１ 
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❷ 令和３年度ＳＳＨ研究開発の成果と課題 
 

 ① 研究開発の成果  
 
１ 科学研究プログラム 

【１】SS 課題研究 

 〇 実施概要 

３学年：SS 課題研究発表会 7 月 17 日（土）駿優教育会館 

２学年：第１回中間発表会 ６月２日（水） 本校視聴覚室 

第２回中間発表会 11 月 17 日（水） 本校視聴覚室 

高校生の科学研究発表会＠茨城大学 １月８日（土） 茨城大学講堂 

SSH 研究成果報告会 ２月 18 日（金） 駿優教育会館・本校体育館 

茨城県高校生科学研究発表会 ３月 15 日（火）～21 日（月） Web 開催 

つくば Science Edge  ３月 25 日（金） つくば国際会議場 

 〇 成果 

ア）３学年 SS 課題研究において、13 件の研究論文を作成した。発表会等へのべ 33 件が応募し

11 件が入賞した。上位入賞は以下のとおり。 

東京理科大学 第 12 回坊ちゃん科学賞 優秀賞 

(公財)京都技術科学センター テクノ愛 2021 優秀賞 

朝日新聞社 JSEC2021 入賞 

筑波大学 第 16 回科学の芽賞 学校奨励賞 

茨城県 第 65 回茨城県児童生徒科学研究作品展 茨城県高等学校教育研究会長賞 

イ）SS 課題研究発表会(７/17)後の運営指導委員５名からの評価概要は以下のとおり。 

・何より発表した生徒たちは、研究を楽しんでいる。･･･ 全委員 

・科学探究のプロセスを学ぶことが大切。･･･全委員 

・年々、実験の成果が上がっている。･･･委員２名 

・英語での発表など全体的に発表の様子は素晴らしい。･･･委員１名 
ウ）２学年 SS コースは 39 名が在籍し、17 件の課題研究に取り組んでいる。 

エ）新・水戸二の学びルーブリック自己評価では、SS コース生徒は文系･理系生徒よりもほぼ

全ての項目で高い自己評価をし、１年間の変容においても自己評価が高まっている。SS 課

題研究をとおして自信に繋げている（関係資料【１－２】研究成果報告会 ルーブリッ

クとその変容参照)。 

オ）２学年 SS コースの１班(２名)は、(公財)日本科学協会サイエンスメンタープログラムのメ

ンティ認定を受け、研究費の支援と専門技術者からの直接指導を頂戴している。 

カ）研究成果報告会(２/18)後の運営指導委員５名からの評価概要は以下のとおり。 

・興味関心からのテーマ設定が研究の原点。楽しんで行えることが重要である。 

・継続の研究ばかりではなく、独自の研究が多く、内容が多岐にわたっている。 

・疑問に対して考えて課題解決に向けて取り組んでいくことに関して、良い取り組みをして

いる。 

・興味・関心から本質的な部分にどのように進んでいくのかが大切である。 

・家庭科などでの学習やどこかで興味を得たことを研究していくと幅広い知識が増える。 

・SDGs の取り組みなど小学生、中学生で行ってきた探究を日常との関わりの中で考え、それ

を深めることも良い。また、それに対し社会活動をどのように行っていくかが、今後の取

り組みの課題である。 

・他のクラスの生徒の発表を見ることによって、発表の仕方について新たな発見があったの

ではないか。 
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〇 成果 

参加生徒全員から「放射線についての知識が深まった。」「アジア研修生の文化紹介はとても

楽しかった。」の感想があった。文・理・SS を問わず参加希望を募り、３時間 All English の交

流会の実施により、科学研究に対する幅広い視野の育成と意欲の向上を図ることができた。 

【６】科学部・家庭クラブ 

  科学部 48 名(地学班、数理科学班、生物班）および家庭クラブ 17 名が常時活動している。 

・科学部 (公財)げんでんふれあい茨城財団 助成対象校（10 万円支援）

Happy Science in Summer８/17 日(火)、18 日(水)・・・ COVID-19 拡大に伴い中止 

・家庭クラブ 茨城県学生ビジネスプランコンテスト 2021 水戸ヤクルト販売株式会社賞・サポーター賞
　　　　　　　 茨城県高等学校家庭クラブ連盟第69回研究発表大会　県知事賞・クラブ員奨励賞

２ 科学教育プログラム 

【７】白百合セミナー 

① START プログラム

〇 実施概要

（１）実施時期   通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数）  １学年（１）

（３）概要

本校のオリジナルテキストを教材として、１学年の担任と副担任が通年で指導した。研究テ

ーマは興味のある事柄（①自然科学分野、②現代社会の諸問題、③持続可能な社会づくり）と

し、｢課題の設定 → 情報の収集 → 整理と分析 → まとめと表現 → 振り返り｣の探究学習プ

ロセスを１年間で３回繰り返した。

〇 成果 

オリジナルテキストにより、生徒は見通しを持って探究行動が行えた。さらに、教科書からも

テーマを見つけられるようにしたため、多様な興味・関心に対応できるようになり、一層自主的

な探究活動が進められた。

関係資料【１－１】新・水戸二の学びルーブリックにより、探究の学びについて定期的に

自己評価を行った。研究成果報告会（２月 18 日実施）後の回答では、ほぼ全ての項目において

前年度より高い自己評価をした（関係資料【１－２】研究成果報告会 ルーブリックとその

変容参照）。この要因として、1 学年は 7 月、11 月、２月の３回、同じルーブリック自

己評価をし、回答を重ねる中で自己評価が高まる傾向があるのではないかと推測する。

また、回答率が 83％と高い要因として、関係資料【１－５】新・水戸二の学びルーブリ

ック 自己評価の軌跡に示す評価表を全生徒に配布し、ポートフォリオとして活用するこ

とが定着していることが考えられる。

② SSH 講演会

〇 実施概要

実施日：５月 31 日（月） 参加生徒：958 名 引率教職員：65 名 

会場：ザ・ヒロサワシティ会館（県民文化センター） 

講師：折山 剛 氏 （茨城大学副学長・理学部教授・SSH 運営指導委員長） 

演題：Let’s Enjoy Science！  

〇 成果 

関係資料【１－４】SSH 講演会 ルーブリックとその変容からは、全体として【事前】【事

後】において、⑬感動する、⑮課題発見の評価項目が高い傾向が見られた。一方、⑦探究心にお

いて変容が＋１以上が 65％に達し、＋２以上が 24％という結果を得た。 

③ 自然科学体験学習

〇 実施概要

（１）実施日時  令和３年８月３日(火)～５日（木） 

（２）場  所  福島県裏磐梯       （３）参加生徒  １学年希望者（26 名) 
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（４）日  程 

第１日 磐梯山噴火記念館見学、裏磐梯ビジターセンター見学、五色沼自然探勝路散策、天体観測 

第２日 磐梯山登山（植生の観察、銅沼の水質調査、爆裂火口壁の観察）、発表準備、発表会 

第３日 あぶくま洞見学 

 （５）報告会実施日時：11月18日（木）５校時  参加生徒：１学年320名 参加教諭：20名 

〇 成果 

関係資料【１－３】自然科学体験学習 ルーブリックとその変容のいずれの評価項目においても、

＋１以上の変容が 90％以上見られ、＋２以上の変容は約 50％に達した。特に、①情報収集と③探

究心は、積極的姿勢として表される５の大幅増加が示された。 

 

【８】自然科学Ａ・Ｂ 

〇 実施概要 

（１）実施時期   通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数）  自然科学Ａ：１学年（４）、２学年（２） 自然科学Ｂ：３学年（選４） 

 〇 成果 

関係資料【２－３】生徒による授業アンケートでは、科学に対する高い興味関心と科学的な見

方や考え方を養うことにおいて、大多数の生徒が効果的な学習が実践されていることを示してい

る。「設問２．思考力・判断力・表現力の育成を考えて、生徒がじっくりと考える時間を設けて

いる。」で 97％、「設問４．生徒の知的好奇心を刺激するよう、学びの内容や進め方を工夫して

いる。」で 89％、「設問５．生徒の知識が深まり、資質・能力が高まるよう、学びの内容や進め

方を工夫している。」で 93％の生徒から肯定的な回答を得た。理科実験室等の設備を活用し、４

分野とも十分な回数の実験実習を行うことができた。 
 

【９】環境科学 

〇 実施概要 

（１）実施時期   通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数）  ２学年理系・文系（１） 

（３）使用資料   テキスト：本校使用教科書 現代社会及び地学基礎の環境分野 

（４）使用ソフト  Microsoft Excel・Word・Power Point 

（５）環境エネルギーセミナー 
・実施日：令和３年７月 13 日（火）５・６校時 
・講 師：国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構研究員（７名） 
・内 容：地球環境とエネルギーをテーマに、研究員の講義及び意見交換 

（６）環境カルタ絵札制作 
昨年度後半から、放送大学茨城学習センターと連携し、美術科教員とのティームティーチン

により環境カルタ絵札の制作を始め、今年度完成した。完成した環境カルタは、水戸市教育委

員会を通じて、水戸市内の全小中学校へ配付された。 
 〇 成果 

関係資料【１－２】研究成果報告会 ルーブリックとその変容のほとんどの評価項目において、

１学年より２学年理系・文系の自己評価が高いことが示された。環境科学を通して、探究の学び

を深化させていることを示唆している。 
 
【11】小・中学校サイエンスサポート 

〇 実施概要 

実施日：12 月４日（土）、18 日（土）  会場：本校化学実験室・生物実験室 

   水戸市内参加小学生 19 名、中学生 19 名、本校生徒 14 名 

 〇 成果 

関係資料【２－１】小・中学生サイエンスサポート 事後アンケートでは、参加した小･中学

生は実験講座に対して高い満足を得たことを示している。参加者全員が「非常に楽しかった」

「参加してよかった」「実験に一生懸命取り組んだ」「科学技術分野への興味･関心･意欲が高

まった」と回答した。小学生にとって実験内容が難しいと感じられたところもあり「実験が生

活に活かされる」と回答した率は高くはなかったが、大変意義のある体験であったと言える。 

〇 成果 

参加生徒全員から「放射線についての知識が深まった。」「アジア研修生の文化紹介はとても

楽しかった。」の感想があった。文・理・SS を問わず参加希望を募り、３時間 All English の交

流会の実施により、科学研究に対する幅広い視野の育成と意欲の向上を図ることができた。 

【６】科学部・家庭クラブ 

  科学部 48 名(地学班、数理科学班、生物班）および家庭クラブ 17 名が常時活動している。 

・科学部 (公財)げんでんふれあい茨城財団 助成対象校（10 万円支援）

Happy Science in Summer８/17 日(火)、18 日(水)・・・ COVID-19 拡大に伴い中止 

・家庭クラブ 茨城県学生ビジネスプランコンテスト 2021 水戸ヤクルト販売株式会社賞・サポーター賞
　　　　　　　 茨城県高等学校家庭クラブ連盟第69回研究発表大会　県知事賞・クラブ員奨励賞

２ 科学教育プログラム 

【７】白百合セミナー 

① START プログラム

〇 実施概要

（１）実施時期   通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数）  １学年（１）

（３）概要

本校のオリジナルテキストを教材として、１学年の担任と副担任が通年で指導した。研究テ

ーマは興味のある事柄（①自然科学分野、②現代社会の諸問題、③持続可能な社会づくり）と

し、｢課題の設定 → 情報の収集 → 整理と分析 → まとめと表現 → 振り返り｣の探究学習プ

ロセスを１年間で３回繰り返した。

〇 成果 

オリジナルテキストにより、生徒は見通しを持って探究行動が行えた。さらに、教科書からも

テーマを見つけられるようにしたため、多様な興味・関心に対応できるようになり、一層自主的

な探究活動が進められた。

関係資料【１－１】新・水戸二の学びルーブリックにより、探究の学びについて定期的に

自己評価を行った。研究成果報告会（２月 18 日実施）後の回答では、ほぼ全ての項目において

前年度より高い自己評価をした（関係資料【１－２】研究成果報告会 ルーブリックとその

変容参照）。この要因として、1 学年は 7 月、11 月、２月の３回、同じルーブリック自

己評価をし、回答を重ねる中で自己評価が高まる傾向があるのではないかと推測する。

また、回答率が 83％と高い要因として、関係資料【１－５】新・水戸二の学びルーブリ

ック 自己評価の軌跡に示す評価表を全生徒に配布し、ポートフォリオとして活用するこ

とが定着していることが考えられる。

② SSH 講演会

〇 実施概要

実施日：５月 31 日（月） 参加生徒：958 名 引率教職員：65 名 

会場：ザ・ヒロサワシティ会館（県民文化センター） 

講師：折山 剛 氏 （茨城大学副学長・理学部教授・SSH 運営指導委員長） 

演題：Let’s Enjoy Science！  

〇 成果 

関係資料【１－４】SSH 講演会 ルーブリックとその変容からは、全体として【事前】【事

後】において、⑬感動する、⑮課題発見の評価項目が高い傾向が見られた。一方、⑦探究心にお

いて変容が＋１以上が 65％に達し、＋２以上が 24％という結果を得た。 

③ 自然科学体験学習

〇 実施概要

（１）実施日時  令和３年８月３日(火)～５日（木） 

（２）場  所  福島県裏磐梯       （３）参加生徒  １学年希望者（26 名) 
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サイエンスサポーターとして実験の指導にあたった本校生徒は、参加者に対して疑問解決の

アドバイスや実験のサポートを小中学生の目線で対応していた。参加者からは、「話し合いな

がら答えを導くことが楽しかった。」「本物を触ることで眼について新しい知識を知ることが

できた。」などの感想があった。高校側でテーマを設定しての短時間での実験講座となったが、

科学の面白さ、不思議さを体験する機会を共有することはできたと思われる。次年度に向けては、

テーマ設定を行い、実施期間を通して課題解決を行うための実験内容の構築が課題である。 
 

【12】データサイエンス特別講座 

〇 実施概要 

実施日：10 月～２月の 20 日実施（10 回講座） 

講 師：茨城大学理工学研究科(理学野)数学･情報数理領域 教授 藤間 昌一 氏 

概 要：① コンピューターとプログラミング 

・アルゴリズムを表現する手段 ・コンピューターや情報通信ネットワークを活用する手段 

・モデル化やシミュレーション 

② 情報通信ネットワークとデータの活用 

・データ蓄積、管理、提供の方法  ・データ表現、整理、分析の方法 

 〇 成果 

新学習指導要領「情報Ⅰ」・「情報Ⅱ」の内容を踏まえながら、本校生の持つ情報に対す

る基礎力を把握した後、本校生の意欲や興味のある学習内容を実施した。参加型授業を構築

し、授業内に必ず演習を取り入れた。結果等を生徒が講師に所定の URL に回答することで生

徒の反応や理解度が即座に講師に伝わり、講義を聞くだけの受動型ではなく参加型の有意義

な講義であった。演習内容が生徒自身の身近な興味のある内容であり、より積極的に探究活

動を自主的に進められた。ほとんどの生徒がデータを取り扱う重要性及びスキルの基礎を学

ぶことができ、意欲が高まったという感想を述べた。また、プログラムを勉強してゲームプ

ログラミングにチャレンジしたいという生徒もいた。ティームティーチングで参加した本校

教員の探究活動の指導法やデータサイエンスの取り扱い、プログラミングのスキル及び意欲

が向上した。 

 

【13】国際性を高める取組 

〇 実施概要 

・グローバルフォーラム 

実施日時：５月 28 日（金）16:00～17:00  会場：本校視聴覚室 

講師：高橋 千典 氏 （株式会社 アイ エス エイ） 

演題：「コロナ禍における旅行専門企業の生き残り戦略」 

・グローバルウイーク 

実施日：１月 17 日（月）、19 日（水）、21 日（金） 16:10～17:10  

会場：本校視聴覚室・図書館 

概要：グローバル委員が主体的に講師選定から企画・運営を実施した。 
 
 ② 研究開発の課題  
 
１ 科学研究プログラム 

【１】SS 課題研究 

 〇 課 題：運営指導委員からは次のような指摘があった。 

・科学的な根拠づけにおいて、一層の指導が必要。･･･委員２名 

・市場経済においては、オンリーワンこそが投資家にとって重要事項。･･･委員１名 

・テーマ設定が正確になされているが、科学的に研究をつめていく部分はもう少しである。･･･委員１名 
・考察を推定で行って結論付けず、不明な部分は今後の課題にしても良い。･･･委員１名 

・定量的な研究ばかりではなく、定性的な研究でも良い。･･･委員１名 

・グローバルに地球の未来を考えることが大切である。･･･委員１名 

〇 改善策：第２回高大接続委員会で、大学の先生方より直接 17 件のテーマ一つ一つについて、

実験の進め方や今後のまとめ方、追加すべき検証方法等、詳細かつ具体的なアドバイスを頂くこ

とができた。今後は、Online 活用を含め、可能な限り大学・研究機関との協力・連携を行う。 
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【２】SS 理科（SS 物理Ⅰ、SS 物理Ⅱ、SS 化学Ⅰ、SS 化学Ⅱ、SS 生物Ⅰ、SS 生物Ⅱ） 

 〇 課 題：授業アンケートの「生徒が課題解決に向けて探究した成果について、発表する機会を

設けている。」という設問で、肯定的な回答は 63％にとどまった。 

 〇 改善策：学校全体で授業改善が進んでいる。全教職員での授業研究の機会を増やしたい。 

【３】サイエンスイングリッシュ 

 〇 課 題：３年生は、大学受験に向け時間を取るのが難しい時期であり、要旨作成や発表の練習

と指導、添削の時間をどのように確保するかが課題である。 

〇 改善策：３学年の SS 課題研究発表会での発表へ向け、２学年から計画性を持って取り組む。 

【４】サイエンスツアー 

 〇 課 題：COVID-19 拡大により実施できなかった。 

 〇 改善策：Online を活用するなど、実施形態を変更しながら可能な限り実施する。 

【５】女子高生 STEAM コンテスト 

〇 課 題：COVID-19 拡大により実施できなかった。また、体験型科学探究のテーマが、毎年同じ

ような内容になっている。 

〇 改善策：科学の甲子園をはじめとする、科学探究のあらゆる取組を研究しつつ、本校独自のテ

ーマを開発する。 

 

２ 科学教育プログラム 

【７】白百合セミナー 

 ① START プログラム 

〇 課 題：課題設定をどのように導き、時間をどのように確保するか。さらに、探究を深化させ

る論理的思考力をつけるためにはどのような方法が効果的かを探っていく必要がある。 

 〇 改善策：１単位の授業時間の中で、育成すべき資質・能力についての精選を検討する。 

 ② SSH 講演会・③ 自然科学体験学習 

〇 課 題：新・水戸二の学びルーブリックの②学習と⑤自分を変える、の２項目において、事業

の前後で積極的姿勢を見せるようになった生徒数が予想より少ない。 

 〇 改善策：多くの生徒が積極的に物事に取り組めるようになるため、SSH の様々な事業をとおし

て、主体的で対話的な活動を多く盛り込んでいく。また、これまでの２泊３日の事業とは別に、

海洋生物観察をテーマとした１日実施の事業を盛り込むことを検討する。 

【８】自然科学Ａ・Ｂ 

〇 課 題：授業アンケートでは「探究した成果を発表する機会」を設けていると感ずる生徒が多

くなかった。 

〇 改善策：Jamboard などのソフトを活用し、授業中に発表の機会を多く設ける。 

【９】環境科学 

〇 課 題：他の教科･科目と横断的かつ系統的に連携･協働していくことや、継続的に「環境フォ

ーラム」や種々の「環境イベント」への参加をベースとして近隣の小・中・高・大学及び企業と

交流し、発表会等に積極的に参加して、より情報交換を行う。それらの取組を中心に持続可能な

社会の構築に向けて具体的に行動できる実践力を身に付けさせたい。 
【10】水戸二高環境科学フォーラム 

〇 課 題：COVID-19 拡大により実施できなかった。 

〇 改善策：Online を活用するなど、実施形態を変更しながら可能な限り実施する。 

【11】小・中学校サイエンスサポート 

〇 課 題：テーマ設定を行い、実施期間を通して課題解決を行うための実験内容の構築が課題。 

【12】データサイエンス特別講座 

〇 課 題：全教員の情報スキルの向上により、生徒のすべての教科の探究活動の一助となり深化

に繋がることであり、より一層教員研修及び生徒の活動を深めていきたい。 
 

３ その他 

〇 課 題：県内はもとより、国内へ向けて成果の発信を行うとともに、科学技術系人材育成へ向

けた研究開発に関する先進的な取組についての交流の拠点となることが求められている。 

〇 改善策：Online を活用した交流会を主催する。また、先端科学領域についての助言を頂けるよ

う、大学や研究機関との協力・連携を強化構築する。 
  

サイエンスサポーターとして実験の指導にあたった本校生徒は、参加者に対して疑問解決の

アドバイスや実験のサポートを小中学生の目線で対応していた。参加者からは、「話し合いな

がら答えを導くことが楽しかった。」「本物を触ることで眼について新しい知識を知ることが

できた。」などの感想があった。高校側でテーマを設定しての短時間での実験講座となったが、

科学の面白さ、不思議さを体験する機会を共有することはできたと思われる。次年度に向けては、

テーマ設定を行い、実施期間を通して課題解決を行うための実験内容の構築が課題である。 
 

【12】データサイエンス特別講座 

〇 実施概要 

実施日：10 月～２月の 20 日実施（10 回講座） 

講 師：茨城大学理工学研究科(理学野)数学･情報数理領域 教授 藤間 昌一 氏 

概 要：① コンピューターとプログラミング 

・アルゴリズムを表現する手段 ・コンピューターや情報通信ネットワークを活用する手段 

・モデル化やシミュレーション 

② 情報通信ネットワークとデータの活用 

・データ蓄積、管理、提供の方法  ・データ表現、整理、分析の方法 

 〇 成果 

新学習指導要領「情報Ⅰ」・「情報Ⅱ」の内容を踏まえながら、本校生の持つ情報に対す

る基礎力を把握した後、本校生の意欲や興味のある学習内容を実施した。参加型授業を構築

し、授業内に必ず演習を取り入れた。結果等を生徒が講師に所定の URL に回答することで生

徒の反応や理解度が即座に講師に伝わり、講義を聞くだけの受動型ではなく参加型の有意義

な講義であった。演習内容が生徒自身の身近な興味のある内容であり、より積極的に探究活

動を自主的に進められた。ほとんどの生徒がデータを取り扱う重要性及びスキルの基礎を学

ぶことができ、意欲が高まったという感想を述べた。また、プログラムを勉強してゲームプ

ログラミングにチャレンジしたいという生徒もいた。ティームティーチングで参加した本校

教員の探究活動の指導法やデータサイエンスの取り扱い、プログラミングのスキル及び意欲

が向上した。 

 

【13】国際性を高める取組 

〇 実施概要 

・グローバルフォーラム 

実施日時：５月 28 日（金）16:00～17:00  会場：本校視聴覚室 

講師：高橋 千典 氏 （株式会社 アイ エス エイ） 

演題：「コロナ禍における旅行専門企業の生き残り戦略」 

・グローバルウイーク 

実施日：１月 17 日（月）、19 日（水）、21 日（金） 16:10～17:10  

会場：本校視聴覚室・図書館 

概要：グローバル委員が主体的に講師選定から企画・運営を実施した。 
 
 ② 研究開発の課題  
 
１ 科学研究プログラム 

【１】SS 課題研究 

 〇 課 題：運営指導委員からは次のような指摘があった。 

・科学的な根拠づけにおいて、一層の指導が必要。･･･委員２名 

・市場経済においては、オンリーワンこそが投資家にとって重要事項。･･･委員１名 

・テーマ設定が正確になされているが、科学的に研究をつめていく部分はもう少しである。･･･委員１名 
・考察を推定で行って結論付けず、不明な部分は今後の課題にしても良い。･･･委員１名 

・定量的な研究ばかりではなく、定性的な研究でも良い。･･･委員１名 

・グローバルに地球の未来を考えることが大切である。･･･委員１名 

〇 改善策：第２回高大接続委員会で、大学の先生方より直接 17 件のテーマ一つ一つについて、

実験の進め方や今後のまとめ方、追加すべき検証方法等、詳細かつ具体的なアドバイスを頂くこ

とができた。今後は、Online 活用を含め、可能な限り大学・研究機関との協力・連携を行う。 
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➌ 実施報告書（本文） 
 
第１章 研究開発の課題 

第１節 研究開発課題名 
水戸二高 SSH サイクルや主体的・協働的な学びを活用した、科学技術を牽引できる女性の育成 

 
第２節 研究の概要 

SSH サイクルや主体的・協働的な学びを活用等による｢科学研究プログラム｣とその基盤となる
｢科学教育プログラム｣の展開によって、科学技術を牽引できる女性としての発想力や問題解決力
及びそれらの基盤となる興味・関心、知識・理解、科学的思考力を育成できる。 

 
第３節 研究開発テーマごとの研究目標 

 【１】SS 課題研究 
日常の当たり前に感じる事柄に「何故？」という疑問を持ち、その疑問について科学文献等

を利用して独自の考え方を取り入れ、解決する力を養う。多くの刺激と気づき、そして深い学
びを得、科学研究に対する生徒のモチベーション、発想力・問題解決力の向上が期待できる。 

 【２】SS 理科（SS 物理Ⅰ、SS 物理Ⅱ、SS 化学Ⅰ、SS 化学Ⅱ、SS 生物Ⅰ、SS 生物Ⅱ） 
課題研究を支える科学的思考力等の育成を支える。科目間連携により境界領域にも関心を向

けさせるような学習活動を積極的に行う。ティームティーチングや探究的な実験を充実させ、
効果的な指導法の研究開発に取り組む。 

 【３】サイエンスイングリッシュ 
英語によるプレゼンテーション能力および批判的思考力を養成することをねらいとする。自

分たちの研究について英語で発表を行い、聴衆からの質疑に対して英語で返答するため、プレ
ゼンテーション能力及びコミュニケーション能力を身に付けさせる事に加え、質問を想定して
発表内容の構成を練ることは批判的思考力を育成するものであるという観点に立ち実施する。 

 【４】サイエンスツアー 
理学･工学･農学系など理工系領域の幅広い研修を行い、広く理工系領域を志す女子生徒を育

成する効果が期待できる。英語を活用した研修も実施する。卒業生の積極的な活用も図る。 
【５】女子高生 STEAM コンテスト 

県内の女子生徒を対象とし、理工系領域を志すきっかけを提供する内容として実施する。切
磋琢磨して実験課題に取り組む中で｢どうして(疑問)｣｢もっとこうすれば(仮説)｣という気持ち
が、｢こうやってみよう(行動)｣という具体的な発想や実践力の育成につながる。生徒の発想力･
問題解決力の向上と理工系領域を志す女子を育成する効果が期待できる。 

 【６】科学部・家庭クラブ 
継続性を大切にし、上級生から下級生への指導が確実になされ、異なる学年の間でも繋がり

を持って研究を進める。新たなヒントや発想力に繋がり、科学技術を牽引する女性を育成する
ための研究開発を行う。 

 【７】白百合セミナー 
科学技術を牽引する資質・能力の基盤となる興味･関心、知識･理解、科学的思考力等の育成

を目指し、①START プログラム ②SSH 講演会 ③自然科学体験学習 の３事業を行う。自然科学
の世界への誘いとして位置付け、各教科･科目と連携する。自然科学への興味･関心、知識･理解、
科学的思考力の向上が期待できる。 

 【８】自然科学Ａ・Ｂ 
中学校理科の学習の成果を踏まえて自然科学の複数の領域を学び、基礎的な科学的素養を幅

広く養い、身の回りの自然や日常生活の中から不思議を体感・発見させ、実験を通して科学的
事象を理解させることのできる教材開発を行うことにより、生徒は科学に対して高い興味関心
を持てるようになり、「科学大好き人間」をつくることができる。様々な実験観察を通して科
学的な見方や考え方を養い、地球環境問題を通して人間と自然との関わりを考えていくことに
より、自然に対しての総合的な見方や問題解決能力を備えた生徒の育成を図ることができる。 

 【９】環境科学 
｢教室から地域へ｣と発信する環境教育の拠点校として取り組むことにより、SDGs の目標を学

習し、持続可能な社会の実現を目指した人材を育成できる。 
 【10】水戸二高環境科学フォーラム 

未来の持続可能な社会を担う人材の育成を目的として行う。地域の｢ESD(Education for 
Sustainable Development)研究会｣と連携し、「SDGs の理念・目標」を中心に、地域から発信す
る環境科学教育の拠点校として取り組む。これにより、持続可能な社会の実現を目指した人材
の育成が期待できる。 

 【11】小・中学校サイエンスサポート 
自然科学に興味･関心を持つ小･中学生の裾野の拡大を目指す。また、科学技術教育に関わる

ことになる本校の小･中学校や高校の教員志望者及び卒業生を積極的に参加させ、「水戸二高 SSH
サイクル」の円滑な機能向上を図る。 
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【12】データサイエンス特別講座 
自然・社会現象と情報数理分野の関わりを深く理解し、ビッグデータ解析や数学的に事象を

分析することについて興味･関心を持たせる。 
【13】国際性を高める取組 

国際性を高める取組により、国際感覚を育成することができ、グローバルな視野から国内外
のあらゆる事象に対して問題意識を持つことができる。 

 
第２章 研究開発の経緯 

月 日 曜 事  業  名 対象 

4 12 月 海外研修説明会 ・・・【中止】 1・2 年希 

  17 土 サイエンスツアー① 於：茨城大学 ・・・【中止】 2 年 SS＋希 

5 28 金 グローバルフォーラム 希 

  31 月 SSH 講演会 於：県民文化センター 全校 

6 2 水 第 1 回 SS 課題研究中間発表会 2 年 SS 

  （予定） 水戸市環境フェア 於：千波公園 ・・・【中止】 3 年代表 

  （予定） SE 講演会 ・・・【12/2 へ延期】 2 年 SS 

7 13 火 環境エネルギーセミナー 2 年文理 

  17 土 SS 課題研究発表会  於：駿優教育会館 SS＋希 

  18 日 科学の甲子園強化トレーニング（生物分野）：Web 開催 希 

  28 水 SSH 女子高校京都大学研修：Web 開催（～7/29） 希 

  
31 土 

紀の国わかやま総文祭 2021（～8/6） 部・同好会 

  海外研修（～8/8） ・・・【中止】 希 

  （予定） とうかい環境フェスタ ・・・【延期：2/5】 3 年代表 

8 3 火 自然科学体験学習（8/5） 於：裏磐梯方面 1 年希 

  
4 水 

Summer English Camp（～8/6） ･･･【中止】 希 

  全国 SSH 生徒研究発表会（～8/5) 於：神戸市 3 年 SS 選抜 

  10 火 次世代エキスパート育成事業 ・・・【延期:12/4･12/18】 希 

  17 火 関東 SSH 女子高校交流会 ： Web 開催 （～8/18) 希 

9 11 土 女子高生 STEAM コンテスト ・・・【延期：1/29】 希 

10 4 月 グローバルウィーク（～8 日) ・・・【延期:1/17～1/21】 全校 

  9 土 環境科学フォーラム ・・・【延期:2/18】 希 

  （予定） 国際理解講演会 ・・・【延期:1/17】 １・２年 

11 15 月 サイエンスツアー②(放射線測定合同実習) Web 開催 希 

  17 水 第 2 回 SS 課題研究中間発表会 2 年 SS 

  18 木 自然科学体験学習報告会 1 年 

  （予定） 青少年のための科学の祭典 ・・・【中止】 希 

12 2 木 サイエンスイングリッシュ講演会 2 年 SS 

  4 土 水戸市次世代エキスパート育成事業ミニスーパーサイエンス 希 

  11 土 英語による高校生科学研究発表会（緑岡高） 2 年 SS 選抜 

  18 土 水戸市次世代エキスパート育成事業ミニスーパーサイエンス 希 

1 8 土 高校生科学研究発表会＠茨城大学 2 年 SS 

  17 月 グローバルウィーク（～21 日)・国際理解講演会 希 

  27 木 SAT テクノロジーショーケース Web 開催 2 年 SS 選抜 

  28 金 英語による課題研究発表会 2 年 SS 

  29 土 女子高生 STEAM コンテスト ・・・【中止】 希 

2 5 土 とうかい環境フェスタ ・・・【中止】 3 年代表 

  18 金 SSH 研究成果報告会 1・2 年全 

  22 火 緑岡高校課題研究報告会 ・・・【参加見合わせ】 1 年 SS 希 

3 15 火 県高校生科学研究発表会 Web 開催 2 年 SS 

  25 金 つくば Science Edge 2022 2 年 SS 

  （予定） 関東 SSH 女子高校発表会 ・・・【中止】 2 年 SS  

➌ 実施報告書（本文） 
 
第１章 研究開発の課題 

第１節 研究開発課題名 
水戸二高 SSH サイクルや主体的・協働的な学びを活用した、科学技術を牽引できる女性の育成 

 
第２節 研究の概要 

SSH サイクルや主体的・協働的な学びを活用等による｢科学研究プログラム｣とその基盤となる
｢科学教育プログラム｣の展開によって、科学技術を牽引できる女性としての発想力や問題解決力
及びそれらの基盤となる興味・関心、知識・理解、科学的思考力を育成できる。 

 
第３節 研究開発テーマごとの研究目標 

 【１】SS 課題研究 
日常の当たり前に感じる事柄に「何故？」という疑問を持ち、その疑問について科学文献等

を利用して独自の考え方を取り入れ、解決する力を養う。多くの刺激と気づき、そして深い学
びを得、科学研究に対する生徒のモチベーション、発想力・問題解決力の向上が期待できる。 

 【２】SS 理科（SS 物理Ⅰ、SS 物理Ⅱ、SS 化学Ⅰ、SS 化学Ⅱ、SS 生物Ⅰ、SS 生物Ⅱ） 
課題研究を支える科学的思考力等の育成を支える。科目間連携により境界領域にも関心を向

けさせるような学習活動を積極的に行う。ティームティーチングや探究的な実験を充実させ、
効果的な指導法の研究開発に取り組む。 

 【３】サイエンスイングリッシュ 
英語によるプレゼンテーション能力および批判的思考力を養成することをねらいとする。自

分たちの研究について英語で発表を行い、聴衆からの質疑に対して英語で返答するため、プレ
ゼンテーション能力及びコミュニケーション能力を身に付けさせる事に加え、質問を想定して
発表内容の構成を練ることは批判的思考力を育成するものであるという観点に立ち実施する。 

 【４】サイエンスツアー 
理学･工学･農学系など理工系領域の幅広い研修を行い、広く理工系領域を志す女子生徒を育

成する効果が期待できる。英語を活用した研修も実施する。卒業生の積極的な活用も図る。 
【５】女子高生 STEAM コンテスト 

県内の女子生徒を対象とし、理工系領域を志すきっかけを提供する内容として実施する。切
磋琢磨して実験課題に取り組む中で｢どうして(疑問)｣｢もっとこうすれば(仮説)｣という気持ち
が、｢こうやってみよう(行動)｣という具体的な発想や実践力の育成につながる。生徒の発想力･
問題解決力の向上と理工系領域を志す女子を育成する効果が期待できる。 

 【６】科学部・家庭クラブ 
継続性を大切にし、上級生から下級生への指導が確実になされ、異なる学年の間でも繋がり

を持って研究を進める。新たなヒントや発想力に繋がり、科学技術を牽引する女性を育成する
ための研究開発を行う。 

 【７】白百合セミナー 
科学技術を牽引する資質・能力の基盤となる興味･関心、知識･理解、科学的思考力等の育成

を目指し、①START プログラム ②SSH 講演会 ③自然科学体験学習 の３事業を行う。自然科学
の世界への誘いとして位置付け、各教科･科目と連携する。自然科学への興味･関心、知識･理解、
科学的思考力の向上が期待できる。 

 【８】自然科学Ａ・Ｂ 
中学校理科の学習の成果を踏まえて自然科学の複数の領域を学び、基礎的な科学的素養を幅

広く養い、身の回りの自然や日常生活の中から不思議を体感・発見させ、実験を通して科学的
事象を理解させることのできる教材開発を行うことにより、生徒は科学に対して高い興味関心
を持てるようになり、「科学大好き人間」をつくることができる。様々な実験観察を通して科
学的な見方や考え方を養い、地球環境問題を通して人間と自然との関わりを考えていくことに
より、自然に対しての総合的な見方や問題解決能力を備えた生徒の育成を図ることができる。 

 【９】環境科学 
｢教室から地域へ｣と発信する環境教育の拠点校として取り組むことにより、SDGs の目標を学

習し、持続可能な社会の実現を目指した人材を育成できる。 
 【10】水戸二高環境科学フォーラム 

未来の持続可能な社会を担う人材の育成を目的として行う。地域の｢ESD(Education for 
Sustainable Development)研究会｣と連携し、「SDGs の理念・目標」を中心に、地域から発信す
る環境科学教育の拠点校として取り組む。これにより、持続可能な社会の実現を目指した人材
の育成が期待できる。 

 【11】小・中学校サイエンスサポート 
自然科学に興味･関心を持つ小･中学生の裾野の拡大を目指す。また、科学技術教育に関わる

ことになる本校の小･中学校や高校の教員志望者及び卒業生を積極的に参加させ、「水戸二高 SSH
サイクル」の円滑な機能向上を図る。 
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第３章 研究開発の内容 

第１節 科学研究プログラム【学校設定科目】 

【１】ＳＳ課題研究 

ａ 仮説 

日常の当たり前に感じる事柄に「何故？」という疑問を持ち、その疑問について科学文献等

を利用して独自の考え方を取り入れ、解決する力を養う。多くの刺激と気づき、そして深い学

びを得、科学研究に対する生徒のモチベーション、発想力・問題解決力の向上が期待できる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） 

 ２学年 SSコース（１）  ３学年 SSコース（１） 

（３）担 当 者  本校理科・数学教員（12名） 

（４）年間指導計画 

年 月 実 施 内 容 備  考 

令
和 
３ 
年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 
４ 
 
 
 

６ 
 
 
 

７ 
 
 

８ 
11 
 

課題研究ガイダンス（１年） 
グループ・テーマ決定（２年） 
 
 
 
課題研究論文執筆（３年） 
研究計画書の作成（２年） 
第１回中間発表会（２年） 
 
SS 課題研究発表（３年） 
 
SS 課題研究論文集（３年） 
課題研究週間 
第２回中間発表会（２年） 
 

講義形式とオンライン活用により実施。 
J-STAGE の活用や過去の本校論文集、SSH 校論文集等の
先行研究調査により研究テーマを考える。質問･相談は
Google Classroom や Google Forms を活用。グループ
決定後は、テーマが検証可能かどうかを議論。 
研究を進めながら論文執筆を開始。 
文献調査、指導教員と相談を通して研究計画書を作成。 
研究の目的、仮説、検証方法、計画について PPT(パワ
ーポイント)で報告。 
17 日（土）駿優教育会館にて実施。参加者には要旨を
配布。３件が All English で発表。 
全 13 件が作成。その後、各学会･発表会出展準備。 
休校・分散登校により、例年どおり研究を進められず。 
研究の目的、仮説、検証の方法、結果と考察、今後の
課題等について PPT で発表。 

令
和
４ 
年 

１ 
 

２ 
 
 

３ 

高校生の科学研究発表会＠茨城大学 
第２回高大接続委員会 
 
英語による課題研究発表会 
（２年） 
SSH 研究成果報告会（２年） 
茨城県高校生科学研究発表会 
 
つくば Science Edge 2021 
各種学会・発表会（２年） 

全員が発表。口頭発表３件、ポスター発表 14 件。 
茨城大学理学部の先生方へ課題研究の進捗を報告し、
今後の指導について直接担当教員へ助言をいただく。 
PPT を用いて All English 発表。理科･数学科･英語科
教員・ALT によるティームティーチング。 
口頭発表４件、ポスター発表 17 件、動画 HP アップ。 
全員が発表。研究要旨、ポスター、５分間の発表動画
作成。全発表を学校 HP にて限定公開。 
全員がポスター発表。 
オンライン開催も複数あり。 

（５）概  要 

２学年は、SSコースの所属生徒39名が、17件のテーマで研究に取り組んでいる。１年時の

３月からテーマ設定へ向け、課題研究担当教員による複数回のガイダンスとオンラインを活

用したレポート提出、各分野担当教員による相談会を実施した。生徒の興味関心に合わせ、

生徒が主体性を持って研究したいテーマを考えた。その後、同じ分野同士でグループをつく

り、グループ内での議論により、検証可能なテーマを設定させた。４月から５月は、３年生

より実験器具の操作方法や考察の仕方等について指導を受け、６月には綿密な研究計画を立

てることができた。８月～９月に休校・分散登校期間があり検証実験等に多少の遅れが生じ

たが、放課後の時間を活用し研究を進め、次年度の論文作成へ向けて目途が立っている。 

 また、第２回高大接続委員会を１月12日(水)茨城大学理学部にて実施した。課題研究担当

教員が全員出席し、進行中の全17件のテーマ一つ一つについて、実験の進め方や今後のまと

め方、追加すべき検証方法等、詳細かつ具体的なアドバイスを頂くことができた。 
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（６）検  証 

関係資料【１－２】研究成果報告会  ルーブリックとその変容では、SS コース生徒は

２学年文理系生徒よりもほぼ全ての項目で高い自己評価をし、１年間の変容においても自己

評価が高まっていることを示している。SS 課題研究をとおして自信に繋げている。 

 

ｃ 成果と課題 

３学年の研究では、『骨伝導イヤフォンの研究』が「東京理科大学 第12回坊ちゃん科学賞」

優秀賞を受賞した。その他の研究についても各種発表会に積極的に応募し、学校HPでの動画の

限定公開などで広く活動内容を発信した。２学年は、２月のSSH研究成果報告会において全校生

徒の手本となる発表を行い、報告会の運営において主導的な活動をできた。 

今年度の受賞は下表のとおり。研究テーマは関係資料【３】SS課題研究における研究テー

マ一覧のとおり。  

学年 発表会等の名称 件数 入賞数 成   果 

３ SSH 生徒研究発表会 1 0 ・Belouzov-Zhabotinsky 反応 

  
東京理科大学 
第 12 回坊ちゃん科学賞 

5 5 

〇 優秀賞 
・骨伝導イヤフォンの研究 
〇 入賞 
・糸なし糸電話の応用 指向性スピーカー 
・オイル産生藻類～生息条件と生息域の拡大について～ 
○ 佳作 
・マイコンカーラリー 
○ 奨励賞 
・ビタミン C 電池 

  
(公財）京都技術科学センター 
テクノアイデアコンテスト” 
テクノ愛 2021” 

3 1 
〇 優秀賞 
・骨伝導イヤフォンの研究 

  
第 64 回茨城県児童生徒 
科学研究作品展                                

4 4 

〇 茨城県高等学校教育研究会長賞 
・Belouzov-Zhabotinsky 反応 
〇 佳作 
・水の浄化 
・天然酵母での米パンの発酵 
・オイル産生藻類～生息条件と生息域の拡大について～ 

  JSEC2021 4 0   

  
朝永振一郎記念  
第 16 回「科学の芽」賞 

10 0 学校奨励賞 

  
神奈川大学 第 20 回全国 
高校生理科・科学論文大賞 

7 0   

２ 
(公財)日本科学協会  
サイエンスメンタープログラム 

1 1 
○ メンテイ認定（10 万円支援） 
・Zn 金属葉～成膜のコントロールと構造解明～ 

  
茨城県立緑岡高等学校 第３回 
英語による課題研究発表会 

3     

  
高校生の科学研究発表会 
＠茨城大学 

17  0   

  
茨城県高校生科学研究発表会
(Web 開催)     

17     

  
つくば Science Edge 2021 
（つくば国際会議場） 

17     

  
日本金属学会 
高校高専生ポスター賞 

1   ・Zn 金属葉～成膜のコントロールと構造解明～ 

運営指導委員からは、科学的な根拠づけにおいて一層の指導が必要と、ご助言があった。大

学の先生や専門家からご指導を仰ぐ機会を増やしていきたい。 

第３章 研究開発の内容 

第１節 科学研究プログラム【学校設定科目】 

【１】ＳＳ課題研究 

ａ 仮説 

日常の当たり前に感じる事柄に「何故？」という疑問を持ち、その疑問について科学文献等

を利用して独自の考え方を取り入れ、解決する力を養う。多くの刺激と気づき、そして深い学

びを得、科学研究に対する生徒のモチベーション、発想力・問題解決力の向上が期待できる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） 

 ２学年 SSコース（１）  ３学年 SSコース（１） 

（３）担 当 者  本校理科・数学教員（12名） 

（４）年間指導計画 

年 月 実 施 内 容 備  考 

令
和 
３ 
年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 
４ 
 
 
 

６ 
 
 
 

７ 
 
 

８ 
11 
 

課題研究ガイダンス（１年） 
グループ・テーマ決定（２年） 
 
 
 
課題研究論文執筆（３年） 
研究計画書の作成（２年） 
第１回中間発表会（２年） 
 
SS 課題研究発表（３年） 
 
SS 課題研究論文集（３年） 
課題研究週間 
第２回中間発表会（２年） 
 

講義形式とオンライン活用により実施。 
J-STAGE の活用や過去の本校論文集、SSH 校論文集等の
先行研究調査により研究テーマを考える。質問･相談は
Google Classroom や Google Forms を活用。グループ
決定後は、テーマが検証可能かどうかを議論。 
研究を進めながら論文執筆を開始。 
文献調査、指導教員と相談を通して研究計画書を作成。 
研究の目的、仮説、検証方法、計画について PPT(パワ
ーポイント)で報告。 
17 日（土）駿優教育会館にて実施。参加者には要旨を
配布。３件が All English で発表。 
全 13 件が作成。その後、各学会･発表会出展準備。 
休校・分散登校により、例年どおり研究を進められず。 
研究の目的、仮説、検証の方法、結果と考察、今後の
課題等について PPT で発表。 

令
和
４ 
年 

１ 
 

２ 
 
 

３ 

高校生の科学研究発表会＠茨城大学 
第２回高大接続委員会 
 
英語による課題研究発表会 
（２年） 
SSH 研究成果報告会（２年） 
茨城県高校生科学研究発表会 
 
つくば Science Edge 2021 
各種学会・発表会（２年） 

全員が発表。口頭発表３件、ポスター発表 14 件。 
茨城大学理学部の先生方へ課題研究の進捗を報告し、
今後の指導について直接担当教員へ助言をいただく。 
PPT を用いて All English 発表。理科･数学科･英語科
教員・ALT によるティームティーチング。 
口頭発表４件、ポスター発表 17 件、動画 HP アップ。 
全員が発表。研究要旨、ポスター、５分間の発表動画
作成。全発表を学校 HP にて限定公開。 
全員がポスター発表。 
オンライン開催も複数あり。 

（５）概  要 

２学年は、SSコースの所属生徒39名が、17件のテーマで研究に取り組んでいる。１年時の

３月からテーマ設定へ向け、課題研究担当教員による複数回のガイダンスとオンラインを活

用したレポート提出、各分野担当教員による相談会を実施した。生徒の興味関心に合わせ、

生徒が主体性を持って研究したいテーマを考えた。その後、同じ分野同士でグループをつく

り、グループ内での議論により、検証可能なテーマを設定させた。４月から５月は、３年生

より実験器具の操作方法や考察の仕方等について指導を受け、６月には綿密な研究計画を立

てることができた。８月～９月に休校・分散登校期間があり検証実験等に多少の遅れが生じ

たが、放課後の時間を活用し研究を進め、次年度の論文作成へ向けて目途が立っている。 

 また、第２回高大接続委員会を１月12日(水)茨城大学理学部にて実施した。課題研究担当

教員が全員出席し、進行中の全17件のテーマ一つ一つについて、実験の進め方や今後のまと

め方、追加すべき検証方法等、詳細かつ具体的なアドバイスを頂くことができた。 
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【２】ＳＳ理科（ＳＳ物理Ⅰ、ＳＳ物理Ⅱ、ＳＳ化学Ⅰ、ＳＳ化学Ⅱ、ＳＳ生物Ⅰ、ＳＳ生物Ⅱ） 

ａ 仮説 
課題研究を支える科学的思考力等の育成を支える。科目間連携により境界領域にも関心を向

けさせるような学習活動を積極的に行う。ティームティーチングや探究的な実験を充実させ、

より深い学びへ向けた効果的な指導を実践する。これらにより、多角的なものの見方や考え方

ができるようになるとともに質問力、課題設定能力の向上を図ることができる。 
 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 
（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） 

２学年理系・SS コース SS 化学Ⅰ（必３）、SS 物理 I・SS 生物 I（選３） 

３学年理系・SS コース SS 化学Ⅱ（選４） 

SS 物理Ⅱ・（選４）、SS 生物Ⅱ（選４） 

（３）担 当 者  本校理科教員（本年度担当：10 名） 

（４）年間指導計画 
① ＳＳ理科Ⅰ 

学期 月 授  業  内  容 

前 
 
 

期 

 
４ 
５ 
６ 
７ 
９ 

SS化学Ⅰ SS生物Ⅰ SS物理Ⅰ 

・粒子の結合と結晶の構造 

・物質の三態と状態変化 

・気体 

 

・溶液 

 

・生体物質と細胞  

・生命現象を支えるタンパク質  

・代謝とエネルギー  

・ DNAの構造と複製  

・遺伝情報の発現  

 

 

９月中旬までは自然科学Ａ

として物理基礎分野を週５

時間で実施。  

後 
 
 

期 

10 
 

11 
 

12 
１ 
 

２ 
３ 

・化学反応とエネルギー  

 

・電池電気分解  

 

・化学反応の速さとしくみ  

・化学平衡  

 

・非金属元素  

 

・金属元素  

・遺伝子の発現調節  

 

・バイオテクノロジー  

 

・多様な個体が生じる有性生殖  

 

・動物の発生のしくみ  

 

 

・植物の発生  

・平面内の運動と剛体のつり

合い  

・運動量  

・円運動と単振動  

・万有引力  

・気体分子の運動  

・波の伝わり方  

・音  

・光  

・電気と電流  

② ＳＳ理科Ⅱ 

学期 月 授  業  内  容 

前 

 

 

期 

 

４ 

 

～ 

 

９ 

SS化学Ⅱ SS生物Ⅱ SS物理Ⅱ 

・有機化合物の分類と分析 

・脂肪族炭化水素 

・アルコールと関連化合物 

・芳香族化合物 

・天然有機化合物 

・天然高分子化合物 

・植物の環境応答  

・生物の多様性と生態学  

・生命の起源と生物の変遷  

・進化のしくみ  

・生物の系統  

 

 

 

・電流と磁界  

・電子と光  

・原子と原子核  

・物理学が築く未来  

後 

 

期 

10 

～ 

３ 

・高分子化合物の性質  

・合成高分子化合物  

・共通テスト演習  

・記述による内容理解  

・入試問題演習  

・入試問題対策  

・共通テスト演習  

・記述試験対策  

 

休校期間中、Google Classroom や YouTube 等を活用し映像授業やプリント配信を行った。 

休校期間中、Google Classroom や YouTube 等を活用し映像授業やプリント配信を行った。 
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ＤＶＤのトラック間隔
の測定実験(SS 物理Ⅰ) 

 
（５）授業概要 

どの科目においても、従来の一斉指導型から対話型にスタイル

を変え、主体的な学びの実践に取り組んだ。また、ICT 活用にお

いては、昨年度の取組からより効果的な学習方法を確立した。秋

の休校期間中のオンライン授業においても、グループワークや反

転学習を取り入れた。 

２学年は、必修科目の SS 化学 I、選択科目の SS 物理 I・SS 生

物 I において、科目横断的な取組を意識し授業を展開した。また、

普段の授業においてグループ学習を毎時間取り入れ、生徒同士の

教えあいや議論をとおして深い学びへ繋がること心がけた。SS

生物Ⅰでは、毎時間の最初に前時の振り返りを行っているが、そ

の際生徒から出た質問や他科目間との繋がりについて、皆で話し

合っている。このように他科目の内容や既習分野の内容を意識さ

せることで、単一分野だけではなく、周辺領域と融合し柔軟に領

域横断的な考え方を育成することができる。これらのことは物化

生、単一分野でも効果が見られ、本校独自の実験も実施できた。  

３学年は化学分野を全員履修しているが、物理と生物分野は選択となっている。化学で学

習した事項をベースに「物理分野との繋がり」や「生物分野との繋がり」の視点から既習事

項を振り返り、生徒同士での学びあいを促し、生徒が主体的に科目間の連携に取り組める実

践を進めた。また、実験手法を各班でディスカッションし、問題解決に取り組んだ。 

（６）検  証 
関係資料【２－３】生徒による授業アンケートでは、SS 理科Ⅰでの ICT 活用とグループ学

習での学びあいにおいて、大多数の生徒が効果的な学習が実践されていることを示している。 

「設問１．コンピューターやタブレットなどを活用し、生徒の興味関心を高めるように、

学びの進め方を工夫している。」で 98％、「設問２．思考力・判断力・表現力の育成を考えて、

生徒がじっくりと考える時間を設けている。」で 100％、「設問３．生徒同士の対話や、ふり

かえりの時間及び教員との質疑応答の機会を設けている。」で 98％、「設問７．生徒が課題を

設定し、議論し、解決策を考えることができる時間を設けている。」で 97％の生徒から肯定

的な回答を得た。 

一方、「設問８．生徒が課題解決に向けて探究した成果について、発表する機会を設けてい

る。」では、肯定的な回答は 63％にとどまった。 

 
ｃ 成果と課題 

一昨年度より理系生徒と SS コース生徒の混合クラス編成をしており、SS 課題研究でのグ

ループ内・グループ間議論の形式が、SS コース以外の生徒に対して波及効果をもたらしてい

る。 

SS 理科では、どの科目においても生徒同士が教えあう自発的な学習スタイルが確立してい

る。昨年度は、特定の生徒が教え、特定の生徒が聞くことが課題であったが、教えられる生

徒は教える生徒のためになっている事実を説明し、グループを定期的に変えるなど、誰もが

誰とでも教えあうようになってきたと感じられる。また、探究的な実験を行ったことで実験

の内容をより深く理解し、結果が理論値とずれたことの理由を生徒自らが考えるようになっ

た。ICT 活用では、Mentimeter による「前回の重要ワード」は既習事項の振り返りが個別だ

けでなく、全生徒分が理解度の向上にもつながり、今後の活用の可能性が期待できる。さら

なる視点の多角化や課題設定能力の向上に取り組みたい。 

 学校全体で授業改善が進んでおり、全教職員での授業研究の機会を増やしたい。ICT 活用

では、理科の授業が最も積極的に活用している傾向が高く、全教職員の ICT 活用スキル向上

を目指し先導的な役割を果たしたい。 

【２】ＳＳ理科（ＳＳ物理Ⅰ、ＳＳ物理Ⅱ、ＳＳ化学Ⅰ、ＳＳ化学Ⅱ、ＳＳ生物Ⅰ、ＳＳ生物Ⅱ） 

ａ 仮説 
課題研究を支える科学的思考力等の育成を支える。科目間連携により境界領域にも関心を向

けさせるような学習活動を積極的に行う。ティームティーチングや探究的な実験を充実させ、

より深い学びへ向けた効果的な指導を実践する。これらにより、多角的なものの見方や考え方

ができるようになるとともに質問力、課題設定能力の向上を図ることができる。 
 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 
（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） 

２学年理系・SS コース SS 化学Ⅰ（必３）、SS 物理 I・SS 生物 I（選３） 

３学年理系・SS コース SS 化学Ⅱ（選４） 

SS 物理Ⅱ・（選４）、SS 生物Ⅱ（選４） 

（３）担 当 者  本校理科教員（本年度担当：10 名） 

（４）年間指導計画 
① ＳＳ理科Ⅰ 

学期 月 授  業  内  容 

前 
 
 

期 

 
４ 
５ 
６ 
７ 
９ 

SS化学Ⅰ SS生物Ⅰ SS物理Ⅰ 

・粒子の結合と結晶の構造 

・物質の三態と状態変化 

・気体 

 

・溶液 

 

・生体物質と細胞  

・生命現象を支えるタンパク質  

・代謝とエネルギー  

・ DNAの構造と複製  

・遺伝情報の発現  

 

 

９月中旬までは自然科学Ａ

として物理基礎分野を週５

時間で実施。  

後 
 
 

期 

10 
 

11 
 

12 
１ 
 

２ 
３ 

・化学反応とエネルギー  

 

・電池電気分解  

 

・化学反応の速さとしくみ  

・化学平衡  

 

・非金属元素  

 

・金属元素  

・遺伝子の発現調節  

 

・バイオテクノロジー  

 

・多様な個体が生じる有性生殖  

 

・動物の発生のしくみ  

 

 

・植物の発生  

・平面内の運動と剛体のつり

合い  

・運動量  

・円運動と単振動  

・万有引力  

・気体分子の運動  

・波の伝わり方  

・音  

・光  

・電気と電流  

② ＳＳ理科Ⅱ 

学期 月 授  業  内  容 

前 

 

 

期 

 

４ 

 

～ 

 

９ 

SS化学Ⅱ SS生物Ⅱ SS物理Ⅱ 

・有機化合物の分類と分析 

・脂肪族炭化水素 

・アルコールと関連化合物 

・芳香族化合物 

・天然有機化合物 

・天然高分子化合物 

・植物の環境応答  

・生物の多様性と生態学  

・生命の起源と生物の変遷  

・進化のしくみ  

・生物の系統  

 

 

 

・電流と磁界  

・電子と光  

・原子と原子核  

・物理学が築く未来  

後 

 

期 

10 

～ 

３ 

・高分子化合物の性質  

・合成高分子化合物  

・共通テスト演習  

・記述による内容理解  

・入試問題演習  

・入試問題対策  

・共通テスト演習  

・記述試験対策  

 

休校期間中、Google Classroom や YouTube 等を活用し映像授業やプリント配信を行った。 

休校期間中、Google Classroom や YouTube 等を活用し映像授業やプリント配信を行った。 
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【３】サイエンスイングリッシュ 

ａ 仮説 
英語によるプレゼンテーション能力および批判的思考力を養成することをねらいとした。自

分たちの研究について英語で発表を行い、聴衆からの質疑に対して英語で返答するため、プレ

ゼンテーション能力及びコミュニケーション能力を身に付けさせる事に加え、質問を想定した

発表内容の構成を練ることは批判的思考力を育成するものであるという観点に立ち実施した。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 
（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） 

 ２学年SSコース（１）  ３学年SSコース（１） 

（３）担 当 者  本校英語科教員（１名）・ALT（１名） 

（４）授業概要 
① 英語プレゼンテーションの技術について 

３学年は、理科教員と ALT とティームティーチングによりプレゼンテーションの指導を

実施した。SS 課題研究発表会においては全員が要旨を英語で発表し、３件は All English で

研究発表を行った。英語でわかりやすく説明するためには研究についてより正確な知識と

理解が必要であることを実感し、さらに英語運用能力を向上させた。 

２学年は、「研究発表ですぐに使える理系の英語プレゼンテーション（日刊工業新聞社）」

を教材として使用した。プレゼンテーションについては、①発話のわかりやすさ、②スピ

ーチの構成、③スライドの構成、④態度、⑤質問の仕方･受け方の５点を特に意識させた。

また、speaking のペア活動や ALT とのティームティーチングにより、論理的かつ説得力の

ある文章の書き方の練習やディベートに向けての活動に取り組み、コミュニケーション能

力および批判的思考力を向上させた。 

② SS 課題研究発表会 ＜３学年＞ 

 ・実施日：令和３年７月 17 日(土) ・会場：水戸駿優会館大ホール 

③ SE 講演会 ＜２学年＞ 

  ・実施日：令和３年 12 月２日（木）９：40～12：45 

  ・講 師：有限会社インスパイア副代表 ヴィアへラー幸代 氏 

  ・内 容：講義｢英語によるプレゼンテーションの心得｣・演習「英語によるグループ発表」 

④ 英語による課題研究発表会 (Oral Scientific Presentation) ＜２学年＞ 
・実施日：令和４年１月 28 日（金）５･６校時 ・内 容：発表４分・質疑応答２分 

（５）検  証 

関係資料【２－２】 SE 講演会  振り返りでは、多くの生徒が英語のプレゼンテーショ

ン技能について具体的な方法と意識すべき事柄が明確に記されている。サイエンスイングリ

ッシュの取組は、極めて有効であったと言える。 

 

ｃ 成果と課題 

１月の英語による課題研究発表会では、生徒はアイコンタクトやジェスチャーを交えながら

堂々と発表をしており、今までの取り組みや SE 講演会での実践練習で学んだことを生かすこと

ができていたと言える。生徒に振り返りをさせたところ、質疑応答の難しさを挙げていた生徒

が多かった。言いたいことをより簡潔に、より簡単な表現で伝えることは今後も継続して練習

を積む必要がある。自分の主張とその理由・具体例（サポート文）をより説得力のあるものに

する練習の中で、物事を多面的に見ることを学ぶことができたようである。もっと練習を積ん

で今回の経験や反省点を次の機会に必ず生かしたい、という前向きな意見が最も多かった。今

後のさらなる英語発信力向上を期待したい。 

３年生は、大学受験に向け時間を取るのが難しい時期であり、要旨作成や発表の練習と指導、

添削の時間をどのように確保するかが課題である。 
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第２節 科学研究プログラム【アクティブサイエンスⅡ】 

【４】サイエンスツアー 

ａ 仮説 

理学･工学･農学系など理工系領域の幅広い研修を行い、広く理工系領域を志す女子生徒を育
成する効果が期待できる。英語を活用した研修も実施する。卒業生の積極的な活用も図る。 

 
ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施内容・方法 
 第１回 茨城大学理学部研究室訪問 
  ・実施日時：令和３年４月17日（土）13:00～17:00 …【COVID-19拡大のため中止】 

第２回 関東 SSH 女子高校等研究交流会 お茶の水大学 夏の研修会（Web）」 
・実 施 日：８月 17 日（火）、18 日（水）   ・会場：本校化学実験室（Web） 
・講  師：お茶の水女子大学教員・学生   ・参加生徒：14 名 

 ・概  要：２日間で８講座を開設し、希望する講座に Web で参加した。 
第３回 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 原子力科学研究所 

・実施日時：令和３年 11 月 15 日（月） 13:30～16:30 （All English） 
・参加生徒：２学年希望（11 名） 
・事前研修：原研からの事前資料を熟読。 
・実施形態：Zoom によるオンライン会議形式。PC１

台と大型モニター１台を使用。 
・司  会：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

原子力人材育成センター 
 渡部陽子氏（本校卒業生） 

  ・交 流 先：カザフスタン研修生・フィリピン研修生 
  ・概  要：〇 アジア諸国の科学技術者との交流 

①英語による本校生徒および今回参加
していただく科学技術者の自己紹介 

②アジア外国人研修生による出身国の文化紹介 
〇 放射線測定器「NaI Scintillation Survey Meter」を用いた放射線測定実習 

①放射線測定実習Ⅰ：自然放射線の測定 
②放射線測定実習Ⅱ：放射線から身を守るための法則（距離、遮蔽） 

（２）検  証 
第３回参加生徒全員から「放射線についての知識が深まった。」「アジア研修生の文化紹介

はとても楽しかった。」の感想があった。文・理・SS を問わず参加希望を募り、３時間 All 
English の交流会を実施したが、科学研究に対する幅広い視野の育成と意欲の向上を図るこ
とができたと考える。 

 
ｃ 成果と課題 

今後、機器の調整や整備の最適化、Zoom 等のオンラインアプリケーションへの練度向上が伴
えば、本校生徒にとって重要な研修機会の一つとなるであろう。 
 
 
 

【５】女子高生STEAMコンテスト 

ａ 仮説 

県内の女子生徒を対象とし、理工系領域を志すきっかけを提供する内容として実施する。切
磋琢磨して実験課題に取り組む中で｢どうして(疑問)｣｢もっとこうすれば(仮説)｣という気持ち
が、｢こうやってみよう(行動)｣という具体的な発想や実践力の育成につながる。生徒の発想力･
問題解決力の向上と理工系領域を志す女子を育成する効果が期待できる。 

 
ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

  ・実施予定日時：令和３年９月11日（土）13:00～17:00 …【COVID-19拡大のため延期】 
  ・実施予定日時：令和４年１月29日（土）13:00～17:00 …【COVID-19拡大のため中止】 

参加予定者：本校生徒７名、県内の高校生約 30 名（合計 15 チーム） 
  県内 6 校の女子高校生からの応募があったが、COVID-19 拡大に伴い中止した。 

【３】サイエンスイングリッシュ 

ａ 仮説 
英語によるプレゼンテーション能力および批判的思考力を養成することをねらいとした。自

分たちの研究について英語で発表を行い、聴衆からの質疑に対して英語で返答するため、プレ

ゼンテーション能力及びコミュニケーション能力を身に付けさせる事に加え、質問を想定した

発表内容の構成を練ることは批判的思考力を育成するものであるという観点に立ち実施した。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 
（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） 

 ２学年SSコース（１）  ３学年SSコース（１） 

（３）担 当 者  本校英語科教員（１名）・ALT（１名） 

（４）授業概要 
① 英語プレゼンテーションの技術について 

３学年は、理科教員と ALT とティームティーチングによりプレゼンテーションの指導を

実施した。SS 課題研究発表会においては全員が要旨を英語で発表し、３件は All English で

研究発表を行った。英語でわかりやすく説明するためには研究についてより正確な知識と

理解が必要であることを実感し、さらに英語運用能力を向上させた。 

２学年は、「研究発表ですぐに使える理系の英語プレゼンテーション（日刊工業新聞社）」

を教材として使用した。プレゼンテーションについては、①発話のわかりやすさ、②スピ

ーチの構成、③スライドの構成、④態度、⑤質問の仕方･受け方の５点を特に意識させた。

また、speaking のペア活動や ALT とのティームティーチングにより、論理的かつ説得力の

ある文章の書き方の練習やディベートに向けての活動に取り組み、コミュニケーション能

力および批判的思考力を向上させた。 

② SS 課題研究発表会 ＜３学年＞ 

 ・実施日：令和３年７月 17 日(土) ・会場：水戸駿優会館大ホール 

③ SE 講演会 ＜２学年＞ 

  ・実施日：令和３年 12 月２日（木）９：40～12：45 

  ・講 師：有限会社インスパイア副代表 ヴィアへラー幸代 氏 

  ・内 容：講義｢英語によるプレゼンテーションの心得｣・演習「英語によるグループ発表」 

④ 英語による課題研究発表会 (Oral Scientific Presentation) ＜２学年＞ 
・実施日：令和４年１月 28 日（金）５･６校時 ・内 容：発表４分・質疑応答２分 

（５）検  証 

関係資料【２－２】 SE 講演会  振り返りでは、多くの生徒が英語のプレゼンテーショ

ン技能について具体的な方法と意識すべき事柄が明確に記されている。サイエンスイングリ

ッシュの取組は、極めて有効であったと言える。 

 

ｃ 成果と課題 

１月の英語による課題研究発表会では、生徒はアイコンタクトやジェスチャーを交えながら

堂々と発表をしており、今までの取り組みや SE 講演会での実践練習で学んだことを生かすこと

ができていたと言える。生徒に振り返りをさせたところ、質疑応答の難しさを挙げていた生徒

が多かった。言いたいことをより簡潔に、より簡単な表現で伝えることは今後も継続して練習

を積む必要がある。自分の主張とその理由・具体例（サポート文）をより説得力のあるものに

する練習の中で、物事を多面的に見ることを学ぶことができたようである。もっと練習を積ん

で今回の経験や反省点を次の機会に必ず生かしたい、という前向きな意見が最も多かった。今

後のさらなる英語発信力向上を期待したい。 

３年生は、大学受験に向け時間を取るのが難しい時期であり、要旨作成や発表の練習と指導、

添削の時間をどのように確保するかが課題である。 
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【６】科学部・家庭クラブ 

ａ 仮説 

継続性を大切にし、上級生から下級生への指導が確実になされ、異なる学年の間でも繋がりを持

って研究を進める。新たなヒントや発想力に繋がり、科学技術を牽引する女性を育成するための研

究開発を行う。 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒  希望 地学班25名、数理科学班14名、生物班９名、家庭クラブ17名 

（３）担 当 者  本校理科・家庭科・実習教員（５名） 

（４）活動概要

① 地 学 班   ３年10名、２年10名、１年５名が、天体観測を中心に活動。季節や天文イベン

トごとに屋上で観測会を行い、部員以外の一般生徒や多数の教職員の参加もあっ

た。日頃は、天文検定２級のテキストを用いた学習会も生徒主体で行っている。 

② 数理科学班 ３年６名、２年１名、１年７名が平日放課後に活動。BZ反応の継続研究とサイ

エンスの楽しさを子供たちに広げる活動をしている。BZ反応は「SS課題研究」と

連携しながら、今年度は化学振動の停止・復活と溶存酸素の関係について研究し

ている。また、サイエンスの楽しさを子供たちに広げる活動（科学体験コーナー・

本校ダンス部コラボレーション科学実験ショー）として、水戸駅商業施設の水戸

オーパで「Happy Science in Summer」を８月17日(火)、18日(水)に企画したが、

COVID-19拡大の影響により中止となった。12月に実施した小･中学生サイエンス

サポートでは、数理科学班の生徒が主体となって、実験準備から小中学生への実

験指導を行った。

③ 生 物 班 ３年２名、２年６名、１年１名が活動。部員達が採取してきた動植物の飼育を

通して、疑問点や情報の交換を行っている。平日放課後を中心に、必要に応じ土・

日曜日も利用して実験や発表準備等の活動を行っている。今年度は、ウニやヒト

デ等の海産無脊椎動物を1年間通して飼育に成功した。 

④ 家庭クラブ  ３年８名、２年５名、１年４名が活動。家庭科で学んだことを発展させ、食物

と環境の分野の研究活動に取り組んでいる。現在は、地元で生産された米から出

来た「米麺」の研究に力を注いでいる。米麺を通して、水田の役割や特徴を調べ、

レシピを考えるだけでなく「普及する」という観点も踏まえながら調理実習や研

究を行っている。環境問題に対しても「食」の面からアプローチしている。

ヨウ素でんぷん反応実験 水戸市商工祭(11 月 20 日) 

ｃ 成果と課題 

 各班とも、県内外の大学や研究機関から支援を頂きながら研究を進めることができた。また SS

課題研究とも連携し、その成果を様々な研究発表会や学会において発表を行っている。科学部は(公

財)げんでんふれあい茨城財団より助成対象校として 10 万円の支援をいただいた。校内においては

小中学校支援として、例年、水戸市次世代エキスパート育成事業にて実験補助員として参加するな

ど、SSH サイクルの一端を担い活動を進めている。家庭クラブは、茨城県学生ビジネスプランコン

テスト 2021 水戸ヤクルト販売株式会社賞・サポーター賞を受賞した。
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研究成果 

科学部 数理科学班 

 

 

【６】科学部・家庭クラブ 

ａ 仮説 

継続性を大切にし、上級生から下級生への指導が確実になされ、異なる学年の間でも繋がりを持

って研究を進める。新たなヒントや発想力に繋がり、科学技術を牽引する女性を育成するための研

究開発を行う。 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒  希望 地学班25名、数理科学班14名、生物班９名、家庭クラブ17名 

（３）担 当 者  本校理科・家庭科・実習教員（５名） 

（４）活動概要

① 地 学 班   ３年10名、２年10名、１年５名が、天体観測を中心に活動。季節や天文イベン

トごとに屋上で観測会を行い、部員以外の一般生徒や多数の教職員の参加もあっ

た。日頃は、天文検定２級のテキストを用いた学習会も生徒主体で行っている。 

② 数理科学班 ３年６名、２年１名、１年７名が平日放課後に活動。BZ反応の継続研究とサイ

エンスの楽しさを子供たちに広げる活動をしている。BZ反応は「SS課題研究」と

連携しながら、今年度は化学振動の停止・復活と溶存酸素の関係について研究し

ている。また、サイエンスの楽しさを子供たちに広げる活動（科学体験コーナー・

本校ダンス部コラボレーション科学実験ショー）として、水戸駅商業施設の水戸

オーパで「Happy Science in Summer」を８月17日(火)、18日(水)に企画したが、

COVID-19拡大の影響により中止となった。12月に実施した小･中学生サイエンス

サポートでは、数理科学班の生徒が主体となって、実験準備から小中学生への実

験指導を行った。

③ 生 物 班 ３年２名、２年６名、１年１名が活動。部員達が採取してきた動植物の飼育を

通して、疑問点や情報の交換を行っている。平日放課後を中心に、必要に応じ土・

日曜日も利用して実験や発表準備等の活動を行っている。今年度は、ウニやヒト

デ等の海産無脊椎動物を1年間通して飼育に成功した。 

④ 家庭クラブ  ３年８名、２年５名、１年４名が活動。家庭科で学んだことを発展させ、食物

と環境の分野の研究活動に取り組んでいる。現在は、地元で生産された米から出

来た「米麺」の研究に力を注いでいる。米麺を通して、水田の役割や特徴を調べ、

レシピを考えるだけでなく「普及する」という観点も踏まえながら調理実習や研

究を行っている。環境問題に対しても「食」の面からアプローチしている。

ヨウ素でんぷん反応実験 水戸市商工祭(11 月 20 日) 

ｃ 成果と課題 

 各班とも、県内外の大学や研究機関から支援を頂きながら研究を進めることができた。また SS

課題研究とも連携し、その成果を様々な研究発表会や学会において発表を行っている。科学部は(公

財)げんでんふれあい茨城財団より助成対象校として 10 万円の支援をいただいた。校内においては

小中学校支援として、例年、水戸市次世代エキスパート育成事業にて実験補助員として参加するな

ど、SSH サイクルの一端を担い活動を進めている。家庭クラブは、茨城県学生ビジネスプランコン

テスト 2021 水戸ヤクルト販売株式会社賞・サポーター賞を受賞した。
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研究成果 

家庭クラブ 

 

  Ｒｉｃｅ Ｐｏｗｅｒで地域を元気に！  ～ツルツルもちもち 米麺プロジェクト～  

 

Ⅰ 題目設定の理由 

    私たち水戸二高家庭クラブでは、今までの先輩方が近年の茨城の食生活や食材について調べ、研究してきたこ

とをきっかけに、地域の方々、小・中学校、大学との連携を図る活動を行ってきました。 

そして、今回水戸市の穀物改良協会から、「食生活の変化等により米の需要が年々減少している。米の消費拡

大策の一つとして、小麦粉に代わる米粉活用の米麺の普及に向け、茨城大学と水戸二高の三者で一緒に活動し

ていきませんか」と声をかけていただきました。 

未来を担う私たちが、地元で生産されているお米からできた加工品「米麺」の魅力を多くの方々に発信し、普

及することが、地域の活性化につながるのではないかと考え、この題目を設定した。 

 

Ⅱ 実施計画 

   （１）実態調査  （２）実践活動Ⅰ  （３）実践活動Ⅱ  （４）まとめと今後の課題 

 

Ⅲ 実施状況 

（１）実態調査 

①現代の米をめぐる現状 

水戸市穀物改良協会職員の方に話を伺い、米の消費拡大に力を入れる背景として、タイ米等の外国産のお米

が入ってきたことによるグローバル化。少子化高齢化により、一人当たりの食べる量が減った。食生活の変化

等により米の需要が年々減少している状況であること。米の消費が減少すると、食料自給率の低下、農業経営

の不安定化、環境負荷の増大に繋がるということを知った。 

②地元産コシヒカリで作った「米麺」について 

米の消費量が年々減少しているという問題解決のため、ＪＡ水戸常澄地区青年部では地元産コシヒカリを使

った「米麺」の開発・普及活動に取り組んでいる。そこで、私たちも普及活動に貢献するため家庭で簡単にで

きるレシピを考案し、米消費拡大と地域活性化に役立ちたいと考えた。 

（２）実践活動Ⅰ  

①米粉の特性についての調査・研究 

  お米の主成分はでん粉で、アミロペクチンからなるもち米と、アミロペクチンとアミロースからなるうるち

米があると家庭科の授業で学んだ。米粉のアミロース含有量を調べるため、ヨウ素でんぷん反応実験、吸水実

験で検証し、地元産コシヒカリと他の米粉、白玉粉(もち米)との比較を行った。 
②米麺を使ったレシピ作りに挑戦 

「米麺」の美味しさをたくさんの人に広めるために、『子供からお年寄りまで幅広い世代が美味しいと思う、

家庭で簡単にできる米麺のレシピ』をコンセプトに、文化祭で調理しやすい、提供しやすい「お米のペンネ」

に的を絞り試作した。茨城大学の西川教授にオンラインで参加していただき、調理方法や味などを伝えながら

アドバイスをいただいた。 

（３）実践活動Ⅱ  

①文化祭での試食会を開催 

文化祭で二高の先生方、各クラス 8 名計 200 名に向け、1 種類 200 食計 400 食の試食会を行った。米粉と小

麦粉の違いなどポスターや環境についてのパンフレットを作成し掲示した。 

②水戸市商工祭「秋の商工マルシェ」に参加 

  商工祭に参加し、私たちのレシピと共に「米麺」の普及活動と地域活性化のため、ポスター掲示・チラシ配

布し、一般市民の方々にＰＲ活動を行った。 

 

Ⅳ 反省と評価，今後の課題 等 

   私たちは当初、米農家の現状や米麺についての知識があまりなく、米麺を食べたことがない人がほとんどだっ

たが、米粉の特性を詳しく調べたり、米麺の試作を行うにつれ、米麺の本当の良さが分かってきた。ただ、小麦

粉のペンネとは違い「ツルツルとして口当たりが良く、もちもちとした食感」を感じられるレシピを考えるのは

難しかった。それでも、米麺を初めて試食した時、想像以上に美味しく、この美味しさをもっとたくさんの人に

伝えたいと思い活動をしてきた。 

また、米麺の原料である「米」の水田が果たす役割、地産地消であることにより輸送に係る二酸化炭素排出量

が減り環境への負荷低減など、ＳＤＧｓにも繋がることを伝えていきたい。 

今後の普及活動の予定として、まずは校内で米麺講習会を開催し、コロナが収束したら茨城大学の学生さん方

と一緒に試作会を行い交流したい。そして、近隣の小中学校でも講習会を開くなど、米麺プロジェクトを通して

ＳＤＧs の取り組みを地域に広め、地域全体の取り組みとして活性化させていきたい。 
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第３節 科学教育プログラム【学校設定科目】 

【７】白百合セミナー 

① START プログラム 

ａ 仮説  

SSH 事業の研究開発課題の目標である「課題解決力」、「発想力」の育成のために、科学教

育プログラムの一環として「探究スキルの習得」を目指す。各自が興味・関心をもとにテーマ

を設定し、将来の進路に関連付けて情報収集し、生き方・あり方を各自の考え方で探究の深化

を図ることができる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） １学年（１） 

（３）担 当 者  １学年副担任(８名)、教育デザイン部(１名)、図書館司書(１名) 

（４）年間指導計画 

月 内  容 学 習 活 動 場 所 

４ 

・校長オープニング 
・発表マナー 
・図書館オリエンテーション  

・START プログラム概要説明 
・先輩の模範例視聴 
・図書館の利用方法を理解する 
（図書の探し方・検索の仕方等） 

図書館 

５～ 

始業マナー 
・課題研究 
・資料を探す 
・資料をまとめる 

・資料の要約・引用・情報カード 
 の使い方・参考文献の記入の仕方

を実際に理解する 
・資料収集 

図書館 

７～ 

・下書き提出 
・PPT 作成について 
・PPT 完成 
・発表練習  

・PPT(パワーポイント)にまとめる 
・作成したパワーポイントを印刷 

データと共に副担任へ提出 
・発表練習 

図書館 

10～ 

・全員が口頭発表 
（１人 7 分） 
（１時間に７人発表） 

・発表４分程度、質疑応答２分程度
＋講評 

・発表後、振り返りシートを副担任
へ提出 

図書館 
視聴覚室等 

２ ・ポスター作成 ・A4 用紙６～10 枚を貼付 各教室等 

３ ・振り返り 
・発表と質疑をとおして次年度の探
究の学びへ繋げる 

各教室 

（５）指導概要 

 〇 テキスト ・「STARTプログラム」（本校オリジナル） 

・「ともに歩む」（高校生の「道徳」茨城県教育委員会編） 

 〇 目標設定  

①探究の見方・考え方を学ぶ。 

課題設定 → 情報収集 → 整理分析 → まとめ・表現→ 振り返り→ まとめ 

②横断的・総合的な探究学習を行う 

各教科・科目等で身に付けた資質・能力を横断的・総合的に活用しながら、課題解決

に取り組む。 

③自己の在り方・生き方を考え課題解決力、発想力を育成する。 

社会の一員として何をなすべきか、学ぶ意義を自覚し、社会の様々な課題に目を向け、

解決していくための資質・能力を育成し、将来の自分の個性的な生き方に活かす。 

 〇 課題設定 次の３分野から選択させる 

   ①自然科学の分野（環境、健康、防災等） 

   ②現代社会の諸問題（国際理解、福祉、地域文化等） 

   ③持続可能な社会づくり（SDGs に関連した事柄等） 

 

研究成果 

家庭クラブ 

 

  Ｒｉｃｅ Ｐｏｗｅｒで地域を元気に！  ～ツルツルもちもち 米麺プロジェクト～  

 

Ⅰ 題目設定の理由 

    私たち水戸二高家庭クラブでは、今までの先輩方が近年の茨城の食生活や食材について調べ、研究してきたこ

とをきっかけに、地域の方々、小・中学校、大学との連携を図る活動を行ってきました。 

そして、今回水戸市の穀物改良協会から、「食生活の変化等により米の需要が年々減少している。米の消費拡

大策の一つとして、小麦粉に代わる米粉活用の米麺の普及に向け、茨城大学と水戸二高の三者で一緒に活動し

ていきませんか」と声をかけていただきました。 

未来を担う私たちが、地元で生産されているお米からできた加工品「米麺」の魅力を多くの方々に発信し、普

及することが、地域の活性化につながるのではないかと考え、この題目を設定した。 

 

Ⅱ 実施計画 

   （１）実態調査  （２）実践活動Ⅰ  （３）実践活動Ⅱ  （４）まとめと今後の課題 

 

Ⅲ 実施状況 

（１）実態調査 

①現代の米をめぐる現状 

水戸市穀物改良協会職員の方に話を伺い、米の消費拡大に力を入れる背景として、タイ米等の外国産のお米

が入ってきたことによるグローバル化。少子化高齢化により、一人当たりの食べる量が減った。食生活の変化

等により米の需要が年々減少している状況であること。米の消費が減少すると、食料自給率の低下、農業経営

の不安定化、環境負荷の増大に繋がるということを知った。 

②地元産コシヒカリで作った「米麺」について 

米の消費量が年々減少しているという問題解決のため、ＪＡ水戸常澄地区青年部では地元産コシヒカリを使

った「米麺」の開発・普及活動に取り組んでいる。そこで、私たちも普及活動に貢献するため家庭で簡単にで

きるレシピを考案し、米消費拡大と地域活性化に役立ちたいと考えた。 

（２）実践活動Ⅰ  

①米粉の特性についての調査・研究 

  お米の主成分はでん粉で、アミロペクチンからなるもち米と、アミロペクチンとアミロースからなるうるち

米があると家庭科の授業で学んだ。米粉のアミロース含有量を調べるため、ヨウ素でんぷん反応実験、吸水実

験で検証し、地元産コシヒカリと他の米粉、白玉粉(もち米)との比較を行った。 
②米麺を使ったレシピ作りに挑戦 

「米麺」の美味しさをたくさんの人に広めるために、『子供からお年寄りまで幅広い世代が美味しいと思う、

家庭で簡単にできる米麺のレシピ』をコンセプトに、文化祭で調理しやすい、提供しやすい「お米のペンネ」

に的を絞り試作した。茨城大学の西川教授にオンラインで参加していただき、調理方法や味などを伝えながら

アドバイスをいただいた。 

（３）実践活動Ⅱ  

①文化祭での試食会を開催 

文化祭で二高の先生方、各クラス 8 名計 200 名に向け、1 種類 200 食計 400 食の試食会を行った。米粉と小

麦粉の違いなどポスターや環境についてのパンフレットを作成し掲示した。 

②水戸市商工祭「秋の商工マルシェ」に参加 

  商工祭に参加し、私たちのレシピと共に「米麺」の普及活動と地域活性化のため、ポスター掲示・チラシ配

布し、一般市民の方々にＰＲ活動を行った。 

 

Ⅳ 反省と評価，今後の課題 等 

   私たちは当初、米農家の現状や米麺についての知識があまりなく、米麺を食べたことがない人がほとんどだっ

たが、米粉の特性を詳しく調べたり、米麺の試作を行うにつれ、米麺の本当の良さが分かってきた。ただ、小麦

粉のペンネとは違い「ツルツルとして口当たりが良く、もちもちとした食感」を感じられるレシピを考えるのは

難しかった。それでも、米麺を初めて試食した時、想像以上に美味しく、この美味しさをもっとたくさんの人に

伝えたいと思い活動をしてきた。 

また、米麺の原料である「米」の水田が果たす役割、地産地消であることにより輸送に係る二酸化炭素排出量

が減り環境への負荷低減など、ＳＤＧｓにも繋がることを伝えていきたい。 

今後の普及活動の予定として、まずは校内で米麺講習会を開催し、コロナが収束したら茨城大学の学生さん方

と一緒に試作会を行い交流したい。そして、近隣の小中学校でも講習会を開くなど、米麺プロジェクトを通して

ＳＤＧs の取り組みを地域に広め、地域全体の取り組みとして活性化させていきたい。 
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（６）検  証 

関係資料【１－１】新・水戸二の学びルーブリックにより、探究の学びについて定期的

に自己評価を行った。研究成果報告会（２月 18 日実施）後の回答では、ほぼ全ての項目にお

いて前年度より高い自己評価をした（関係資料【１－２】研究成果報告会  ルーブリックと

その変容参照）。この要因として、1 学年は 7 月、11 月、２月の３回、同じルーブリッ

ク自己評価をし、回答を重ねる中で自己評価が高まる傾向があるのではないかと推測

する。また、回答率が 83％と高い要因として、関係資料【１－５】新・水戸二の学び

ルーブリック  自己評価の軌跡に示す評価表を全生徒に配布し、ポートフォリオとして

活用することが定着していることが考えられる。  

 

ｃ 成果と課題 

オリジナルテキストにより、生徒は見通しを持って探究活動が行えた。さらに、教科書から

もテーマを見つけられるようにしたため、多様な興味・関心に対応できるようになり、一層自

主的な探究活動が進められた。研究成果報告会後の振り返りを次年度に向けての課題発見の時

間とすることで、自分の興味・関心が SDGs のどの分野にあるのかを分析することができた。 

今後の課題としては、各自の「課題設定」をどのように導き、時間をどのように確保するか。

さらに、探究を深化させる論理的思考力をつけるためにはどのような方法が効果的かを探って

いきたい。 

 

 

② SSH 講演会 

ａ 仮説  

自然科学の世界への誘いとして位置付け、自然科学への興味･関心、知識･理解、科学的思考

力の向上が期待できる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施日時  令和３年５月 31 日（月）５、６校時 

（２）対  象  全校生徒 

（３）講  師  折山 剛 氏 （茨城大学副学長・理学部教授・SSH 運営指導委員長） 

（４）演  題  Let’s Enjoy Science! 

（５）講演概要  茨城県は科学技術創造立県であり、私たちの生活においても身近に科学技術

がある。現代社会において科学技術が果たす役割は大きいが、今後もこの傾

向は加速するだろう。先生ご自身は学生時代からキラル分子の研究を続けて

こられた。１学年の生徒に対しても短時間で大変わかりやすくご説明頂いた。

後半は、茨城大学についてご紹介いただくとともに、効果的な学習の進め方

についてもお話しいただいた。 

（６）検  証 

関係資料【１－４】 SSH 講演会  ルーブリックとその変容からは、全体として【事前】

【事後】において、⑬感動する、⑮課題発見の評価項目が高い傾向が見られた。一方、⑦探究

心において変容が＋１以上が 65％に達し、＋２以上が 24％という結果を得た。 

 

ｃ 成果と課題 

 〇 ある生徒（２年文系）感想より 

２年生になってから「文系」「理系」でわかれてフィルターを感じていたけれど今日の講演

を聞いて、文系だからという考え方ではなくもっと客観的に物事を考えたいと思った。また、

主体性を意識して、部活やサブリーダーを通して様々なボランティア活動に参加したいと思っ

た。そして、振り返りをノートに記録しようと思った。 
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③自然科学体験学習 

ａ 仮説 

  科学教育プログラムの学校設定科目と連携させながら実施することにより、情報活用能力や

分析能力を高め、理系領域への進路意識を向上させることが出来る。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施日時  令和３年８月３日(火)～５日（木） 

（２）場  所  福島県裏磐梯        

（３）参加生徒  １学年希望者（26 名) 

（４）担 当 者  理科・１学年担任（４名） 

（５）日  程 

第１日 磐梯山噴火記念館見学、裏磐梯ビジターセンター見学、五色沼自然探勝路散策、天体観測 

第２日 磐梯山登山（植生の観察、銅沼の水質調査、爆裂火口壁の観察）、発表準備、発表会 

第３日 あぶくま洞見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）概  要 

今年度は新規の研修地として、福島県裏磐梯方面で活動を行った。磐梯山噴火記念館では、

館長から磐梯山噴火についての講義を受けた。また、五色沼自然探勝路や磐梯山登山では、現

地の専門家から噴火による湖沼形成や水質や岩石の特徴、植林の歴史や植生の遷移についてな

ど、目前に広がる「本物」を示しながら学術的な話を伺うことができた。生徒自身も、講義な

どから得た知識を確かめるために、実際にｐH メーターやパックテストによって水質を調べる

などし、関心を深めていた。本研修では、現地で学んだことや疑問に思ったことなどを発表資

料にまとめ、参加生徒で共有する現地発表会を行っている。活動班ごとに関心が高まった事象

についてまとめ、発表を行った。さらに、研修後は、疑問点について調べ学習を継続し、１学

年生徒全員と内容を共有するために、本研修の報告会を 11 月に実施した。 

（７）検  証 

関係資料【１－３】自然科学体験学習 ルーブリックとその変容のいずれの評価項目におい

ても、＋１以上の変容が 90％以上見られ、＋２以上の変容は約 50％に達した。特に、①情報

収集と③探究心は、積極的姿勢として表される５の大幅増加が示された。 

 

ｃ 成果と課題 

【事後】評価の①情報収集、③探究心、④感動する、⑥課題発見に関する項目の向上は、本

研修の成果であると考える。 

一方、②学習と⑤自分を変える、の２項目において、研修の前後でより積極的姿勢を見せる

ようになった生徒数が予想より少ないようである。この点は、今回分だけのアンケートに基づ

くだけでは、はっきりと判断し難い部分であり、これから何回か行われるプログラムへの参加

を経てより多くの生徒が研究活動への様々な面において積極的姿勢を持つようになることを

期待したい。 

（６）検  証 

関係資料【１－１】新・水戸二の学びルーブリックにより、探究の学びについて定期的

に自己評価を行った。研究成果報告会（２月 18 日実施）後の回答では、ほぼ全ての項目にお

いて前年度より高い自己評価をした（関係資料【１－２】研究成果報告会  ルーブリックと

その変容参照）。この要因として、1 学年は 7 月、11 月、２月の３回、同じルーブリッ

ク自己評価をし、回答を重ねる中で自己評価が高まる傾向があるのではないかと推測

する。また、回答率が 83％と高い要因として、関係資料【１－５】新・水戸二の学び

ルーブリック  自己評価の軌跡に示す評価表を全生徒に配布し、ポートフォリオとして

活用することが定着していることが考えられる。  

 

ｃ 成果と課題 

オリジナルテキストにより、生徒は見通しを持って探究活動が行えた。さらに、教科書から

もテーマを見つけられるようにしたため、多様な興味・関心に対応できるようになり、一層自

主的な探究活動が進められた。研究成果報告会後の振り返りを次年度に向けての課題発見の時

間とすることで、自分の興味・関心が SDGs のどの分野にあるのかを分析することができた。 

今後の課題としては、各自の「課題設定」をどのように導き、時間をどのように確保するか。

さらに、探究を深化させる論理的思考力をつけるためにはどのような方法が効果的かを探って

いきたい。 

 

 

② SSH 講演会 

ａ 仮説  

自然科学の世界への誘いとして位置付け、自然科学への興味･関心、知識･理解、科学的思考

力の向上が期待できる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施日時  令和３年５月 31 日（月）５、６校時 

（２）対  象  全校生徒 

（３）講  師  折山 剛 氏 （茨城大学副学長・理学部教授・SSH 運営指導委員長） 

（４）演  題  Let’s Enjoy Science! 

（５）講演概要  茨城県は科学技術創造立県であり、私たちの生活においても身近に科学技術

がある。現代社会において科学技術が果たす役割は大きいが、今後もこの傾

向は加速するだろう。先生ご自身は学生時代からキラル分子の研究を続けて

こられた。１学年の生徒に対しても短時間で大変わかりやすくご説明頂いた。

後半は、茨城大学についてご紹介いただくとともに、効果的な学習の進め方

についてもお話しいただいた。 

（６）検  証 

関係資料【１－４】 SSH 講演会  ルーブリックとその変容からは、全体として【事前】

【事後】において、⑬感動する、⑮課題発見の評価項目が高い傾向が見られた。一方、⑦探究

心において変容が＋１以上が 65％に達し、＋２以上が 24％という結果を得た。 

 

ｃ 成果と課題 

 〇 ある生徒（２年文系）感想より 

２年生になってから「文系」「理系」でわかれてフィルターを感じていたけれど今日の講演

を聞いて、文系だからという考え方ではなくもっと客観的に物事を考えたいと思った。また、

主体性を意識して、部活やサブリーダーを通して様々なボランティア活動に参加したいと思っ

た。そして、振り返りをノートに記録しようと思った。 
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【８】自然科学Ａ・Ｂ 

ａ 仮説 

（１）中学校理科の学習の成果を踏まえて自然科学の複数の領域を学び、基礎的な科学的素養を

幅広く養い、身の回りの自然や日常生活の中から不思議を体感・発見させ、実験を通して科

学的事象を理解させることのできる教材開発を行うことにより、生徒は科学に対して高い興

味関心を持てるようになり、「科学大好き人間」をつくることができる。 

（２）様々な実験観察を通して科学的な見方や考え方を養い、地球環境問題を通して人間と自然

との関わりを考えていくことにより、自然に対しての総合的な見方や問題解決能力を備えた

生徒の育成を図ることができる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） 

 自然科学Ａ：１学年（４）、２学年（２） 

自然科学Ｂ：３学年（選４） 

（３）担 当 者  本校理科教員（12名） 

（４）授業概要 

 〇 自然科学Ａ 

１学年の生物および化学分野は、１人１台端末を利用し課題に対する思考を共有する授

業を展開した。生物分野では、「植生の多様性と遷移及びバイオームとその分布」を前期に

学習し、自然科学体験学習での深い学びに繋げた。また、クロス授業として地歴担当の教

員と連携し、植生の分布をグローバルな視点で捉えられるようにした。休校中はオンライ

ンによる双方向の授業や授業動画の作成･配信により、学習環境を整備した。 

２学年の物理分野においては理系･SS コースのみの選択となることから、物理への移行を

意識しながらも、基礎・基本となる原理や法則を理解させるために、演示実験にとどまら

ず、生徒自身による実験・実習を多く取り入れながら展開した。地学分野においては、防

災教育と環境教育を重視しながら、火山と地震、大気の大循環などに力点を置いて、映像

や新聞記事などを用いて、知識と実際に起こっている現象のつながりを理解させた。その

上で、地学の基礎・基本を実験・実習を通して学習させた。また、データの処理などを中

心に「情報」の内容も実践的に取り組ませた。 

 〇 自然科学Ｂ 
「自然科学Ａ」の学習内容を発展的に扱い、自然現象を総合的に学習し、科学的思考力、

表現力、課題設定能力の育成を図った。総合的に学習する例として、生物基礎の分野では、

生態系で学ぶ「窒素」の循環において、対話を通して既習事項や他科目とのつながりを意

識させた振り返りを行っている。そうすることで、体内の有機窒素化合物である「核酸」

は、遺伝子の分野で学習した DNA や RNA になること、さらにエネルギーである ATP との関

連、さらに視野を地学基礎や化学基礎にも広がるなど、自ら気づかせ、友だちと語り合う

ことで、思考力や表現力の育成に繋がった。 

（５）検  証 

関係資料【２－３】生徒による授業アンケートでは、科学に対する高い興味関心と科学

的な見方や考え方を養うことにおいて、大多数の生徒が効果的な学習が実践されているこ

とを示している。「設問２．思考力・判断力・表現力の育成を考えて、生徒がじっくりと考

える時間を設けている。」で 97％、「設問４．生徒の知的好奇心を刺激するよう、学びの内

容や進め方を工夫している。」で 89％、「設問５．生徒の知識が深まり、資質・能力が高ま

るよう、学びの内容や進め方を工夫している。」で 93％の生徒から肯定的な回答を得た。 

 

ｃ 成果と課題 

理科実験室等の設備を活用し、４分野とも十分な回数の実験実習を行うことができた。授

業アンケートでは「探究した成果を発表する機会」を設けていると感ずる生徒が多くなかっ

た。 
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【９】環境科学  

ａ 仮説  

自然科学Ａや他の教科･科目と関連させ、環境についての情報収集と分析の能力を身に付けさ

せる。自然と人間の調和、新エネルギー等の利用による持続可能な循環型社会の形成等につい

て学習する。自然を総合的に見る能力を身に付け、調べた内容の分析を含め、対外的に発表す

ることで、自主的な問題解決能力、プレゼンテーション能力、実践力を持った生徒を育成する

ことができる。｢教室から地域へ｣と発信する環境教育の拠点校として取り組むことにより、SDGs

の目標を学習し、持続可能な社会の実現を目指した人材を育成できる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） ２学年理系・文系（１） 

（３）担 当 者  理科教員(１名)、２学年副担任(８名) 

（４）使用資料  テキスト：本校使用教科書 現代社会及び地学基礎の環境分野 

使用ソフト：Micro Soft Excel・Word・Power Point 

（５）指導概要 

前期は、世界及び国内の環境問題、｢持続可能な開発目標｣SDGs 等について身近なものから

地球規模で起こる問題について学習。また情報技術演習として、｢環境アンケート｣のクラス毎

のデータ集計、グラフ化等のスキルを身につけさせた。 

後期は、環境に関する課題研究に取組み、｢私たちが調べた環境問題｣として、発表用のスラ

イドを作成した。作成に当たって、①表紙に内容に関連する｢SDGs17 の目標のロゴ｣を入れ、

②オリジナルの｢私の提案｣を入れた。研究成果報告会では、午前にクラス代表が｢私たちが調

べた環境問題｣について口頭発表を行い、午後は全員がポスターセッションを行った。 

（６）環境エネルギーセミナー 

  ・実施日：令和３年７月 13 日（火）５・６校時 

  ・講 師：国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構研究員（７名） 

  ・内 容：地球環境とエネルギーをテーマに、研究員の講義及び意見交換 

  

（７）環境カルタ絵札制作 

昨年度後半から、放送大学茨城学習センターと連携し、美術科教員との協働により環境カル

タ絵札の制作を始め、今年度完成した。完成した環境カルタは、水戸市教育委員会を通じて、

水戸市内の全小中学校へ配付された。 

（８）地方自治体の環境イベントへの参加 

環境科学の学習を通して、社会活動や社会貢献となる行事やイベントに積極的に参加する意

欲や自信も育ち、「環境問題の解決が地球を救う！」自覚が高まり、さらなる学習意欲・興味

関心の醸成がみられた。 

・水戸市環境フェア  

実施予定日：令和３年６月６日（日）… 【COVID-19 拡大により中止】 

・とうかい環境フェスタ 

実施予定日：令和３年７月 … 【COVID-19 拡大により延期】 

実施予定日：令和４年２月５日（土）… 【COVID-19 拡大により中止】 

【８】自然科学Ａ・Ｂ 

ａ 仮説 

（１）中学校理科の学習の成果を踏まえて自然科学の複数の領域を学び、基礎的な科学的素養を

幅広く養い、身の回りの自然や日常生活の中から不思議を体感・発見させ、実験を通して科

学的事象を理解させることのできる教材開発を行うことにより、生徒は科学に対して高い興

味関心を持てるようになり、「科学大好き人間」をつくることができる。 

（２）様々な実験観察を通して科学的な見方や考え方を養い、地球環境問題を通して人間と自然

との関わりを考えていくことにより、自然に対しての総合的な見方や問題解決能力を備えた

生徒の育成を図ることができる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施時期  通年（令和３年４月～令和４年３月） 

（２）対象生徒（単位数） 

 自然科学Ａ：１学年（４）、２学年（２） 

自然科学Ｂ：３学年（選４） 

（３）担 当 者  本校理科教員（12名） 

（４）授業概要 

 〇 自然科学Ａ 

１学年の生物および化学分野は、１人１台端末を利用し課題に対する思考を共有する授

業を展開した。生物分野では、「植生の多様性と遷移及びバイオームとその分布」を前期に

学習し、自然科学体験学習での深い学びに繋げた。また、クロス授業として地歴担当の教

員と連携し、植生の分布をグローバルな視点で捉えられるようにした。休校中はオンライ

ンによる双方向の授業や授業動画の作成･配信により、学習環境を整備した。 

２学年の物理分野においては理系･SS コースのみの選択となることから、物理への移行を

意識しながらも、基礎・基本となる原理や法則を理解させるために、演示実験にとどまら

ず、生徒自身による実験・実習を多く取り入れながら展開した。地学分野においては、防

災教育と環境教育を重視しながら、火山と地震、大気の大循環などに力点を置いて、映像

や新聞記事などを用いて、知識と実際に起こっている現象のつながりを理解させた。その

上で、地学の基礎・基本を実験・実習を通して学習させた。また、データの処理などを中

心に「情報」の内容も実践的に取り組ませた。 

 〇 自然科学Ｂ 
「自然科学Ａ」の学習内容を発展的に扱い、自然現象を総合的に学習し、科学的思考力、

表現力、課題設定能力の育成を図った。総合的に学習する例として、生物基礎の分野では、

生態系で学ぶ「窒素」の循環において、対話を通して既習事項や他科目とのつながりを意

識させた振り返りを行っている。そうすることで、体内の有機窒素化合物である「核酸」

は、遺伝子の分野で学習した DNA や RNA になること、さらにエネルギーである ATP との関

連、さらに視野を地学基礎や化学基礎にも広がるなど、自ら気づかせ、友だちと語り合う

ことで、思考力や表現力の育成に繋がった。 

（５）検  証 

関係資料【２－３】生徒による授業アンケートでは、科学に対する高い興味関心と科学

的な見方や考え方を養うことにおいて、大多数の生徒が効果的な学習が実践されているこ

とを示している。「設問２．思考力・判断力・表現力の育成を考えて、生徒がじっくりと考

える時間を設けている。」で 97％、「設問４．生徒の知的好奇心を刺激するよう、学びの内

容や進め方を工夫している。」で 89％、「設問５．生徒の知識が深まり、資質・能力が高ま

るよう、学びの内容や進め方を工夫している。」で 93％の生徒から肯定的な回答を得た。 

 

ｃ 成果と課題 

理科実験室等の設備を活用し、４分野とも十分な回数の実験実習を行うことができた。授

業アンケートでは「探究した成果を発表する機会」を設けていると感ずる生徒が多くなかっ

た。 
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（９）検  証 

関係資料【１－２】研究成果報告会 ルーブリックとその変容のいずれの評価項目において

も、１学年より２学年理系・文系の自己評価が高いことが示された。環境科学を通して、探究

の学びを深化させていることを示唆している。 

 

ｃ 成果と課題 

（１）持続可能な循環型社会の構築への積極的な取組 

世界の環境問題への取組について SDGsの理念を中心に展開。１年次の「スタートプログラム」で

のプレゼンテーションの基礎演習から、２年の「環境科学」での発展的な内容へと学習内容が、

円滑に連携できた。また、各自が作成した環境問題に関する内容について、関連する「ＳＤＧ

ｓのロゴ」を表紙に入れ、わかりやすい説明とした。これらの取組により、環境保全問題の意

識向上につながった。 

（２）相互評価による「問題発見力」、「課題解決力」、「発想力」の育成 

各クラスの副担任の指導の下、クラス全員が発表した。そして全員による「他者評価」を、

「相互評価表」を用いて「班代表候補選出」、「クラス代表候補選出」を行った。効果的な「相

互評価」により、「各自の取組における振り返りからの手直し」により「問題発見力」、「課

題解決力」が育成された。また、各自のオリジナルな「私の提案」を必須項目にしたことによ

り、「発想力」育成のトレーニングにもなった。 

  ＳＳＨ研究成果報告会において、１、２年生全員が「ポスターセッション」に参加し、相互

に質疑応答を行いながら、評価し合うシステムが「発表力」、「聞く力」等、プレゼンテーシ

ョン能力向上につながった。 

（３）今後の課題 

他の教科･科目と横断的かつ系統的に連携･協働していくことや、継続的に「環境フォーラム」

や種々の「環境イベント」への参加をベースとして近隣の小・中・高・大学及び企業と交流し、

発表会等に積極的に参加して、より情報交換を行う。それらの取組を中心に持続可能な社会の

構築に向けて具体的に行動できる実践力を身に付けさせたい。 

  
完成した環境カルタ（抜粋） 
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第４節 科学教育プログラム【アクティブサイエンスⅠ】 

【10】水戸二高環境科学フォーラム 

ａ 仮 説  

未来の持続可能な社会を担う人材の育成を目的として行う。地域の｢ESD(Education for 

Sustainable Development)研究会｣と連携し、「SDGs の理念・目標」を中心に、地域から発信す

る環境科学教育の拠点校として取り組む。これにより、持続可能な社会の実現を目指した人材

の育成が期待できる。 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

実施予定日  令和３年 10 月９日（土） ・・・COVID-19 拡大に伴い延期 

  実施予定日  令和４年２月 18 日（金） ・・・COVID-19 拡大に伴い中止 

【11】小・中学校サイエンスサポート 

ａ 仮説  

自然科学に興味･関心を持つ小･中学生の裾野の拡大を目指す。また、科学技術教育に関わる

ことになる本校の小･中学校や高校の教員志望者及び卒業生を積極的に参加させることにより、

「水戸二高 SSH サイクル」の円滑な機能向上を図る。 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施予定日 令和３年８月 10 日(火)、11 日(水)、19 日(木)、23 日(月)

・・・COVID-19 拡大に伴い延期

実施日時  令和３年 12 月 4 日（土）、18 日（土） 両日とも 14:00～17:00 

（２）会  場  本校化学実験室・生物実験室 

（３）参 加 者  本校生徒（14 名）、水戸市内小学生（19 名）、水戸市内中学生（19 名） 

（４）連携事業  水戸市学力向上推進事業「次世代エキスパート育成事業」 

ミニスーパーサイエンスコース「目指せ！未来の科学者」

（５）実施概要 〇化学実験講座「ビタミンＣがたくさん入っている飲み物はど～れだ？」

身近な飲料水中のビタミンＣ(アスコルビン酸)濃度測定を実施した。 

過マンガン酸カリウムの秤量 ビタミンＣの濃度滴定 

〇生物実験講座「不思議な眼」 

盲斑の形を調べる実験とブタの眼の解剖実験を実施した。 

盲斑の形を調べる ブタの眼球の解剖実験 

 
（９）検  証 

関係資料【１－２】研究成果報告会 ルーブリックとその変容のいずれの評価項目において

も、１学年より２学年理系・文系の自己評価が高いことが示された。環境科学を通して、探究

の学びを深化させていることを示唆している。 

 

ｃ 成果と課題 

（１）持続可能な循環型社会の構築への積極的な取組 

世界の環境問題への取組について SDGsの理念を中心に展開。１年次の「スタートプログラム」で

のプレゼンテーションの基礎演習から、２年の「環境科学」での発展的な内容へと学習内容が、

円滑に連携できた。また、各自が作成した環境問題に関する内容について、関連する「ＳＤＧ

ｓのロゴ」を表紙に入れ、わかりやすい説明とした。これらの取組により、環境保全問題の意

識向上につながった。 

（２）相互評価による「問題発見力」、「課題解決力」、「発想力」の育成 

各クラスの副担任の指導の下、クラス全員が発表した。そして全員による「他者評価」を、

「相互評価表」を用いて「班代表候補選出」、「クラス代表候補選出」を行った。効果的な「相

互評価」により、「各自の取組における振り返りからの手直し」により「問題発見力」、「課

題解決力」が育成された。また、各自のオリジナルな「私の提案」を必須項目にしたことによ

り、「発想力」育成のトレーニングにもなった。 

  ＳＳＨ研究成果報告会において、１、２年生全員が「ポスターセッション」に参加し、相互

に質疑応答を行いながら、評価し合うシステムが「発表力」、「聞く力」等、プレゼンテーシ

ョン能力向上につながった。 

（３）今後の課題 

他の教科･科目と横断的かつ系統的に連携･協働していくことや、継続的に「環境フォーラム」

や種々の「環境イベント」への参加をベースとして近隣の小・中・高・大学及び企業と交流し、

発表会等に積極的に参加して、より情報交換を行う。それらの取組を中心に持続可能な社会の

構築に向けて具体的に行動できる実践力を身に付けさせたい。 

  
完成した環境カルタ（抜粋） 

－ 27 －



（６）検  証 

関係資料【２－１】小・中学生サイエンスサポート 事後アンケートでは、参加した小･

中学生は実験講座に対して高い満足を得たことを示している。参加者全員が「非常に楽し

かった」「参加してよかった」「実験に一生懸命取り組んだ」「科学技術分野への興味･関

心･意欲が高まった」と回答している。小学生にとって実験内容が難しいと感じられたとこ

ろもあり「実験が生活に活かされる」と回答した率は高くはなかったが、大変意義のある

体験であったと言える。 

 
ｃ 成果 と課題  

サイエンスサポーターとして実験の指導にあたった本校生徒は、参加者に対して疑問解決の

アドバイスや実験のサポートを小中学生の目線で対応していた。参加者からは、「話し合いな

がら答えを導くことが楽しかった。」「本物を触ることで眼について新しい知識を知ることが

できた。」などの感想があった。高校側でテーマを設定しての短時間での実験講座となったが、

科学の面白さ、不思議さを体験する機会を共有することはできたと思われる。次年度に向けては、

テーマ設定を行い、実施期間を通して課題解決を行うための実験内容の構築が課題である。 
 
 

【12】データサイエンス特別講座  

ａ 仮 説  

自然・社会現象と情報数理分野の関わりを深く理解し、ビッグデータ解析や数学的に事象を

分析することについて興味･関心を持たせる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施期間  令和３年 10 月～令和４年２月（10 回） 

（２）対象生徒  ２学年 

（３）講  師  茨城大学理工学研究科(理学野)数学･情報数理領域 教授 藤間 昌一 氏 

（４）実施場所  視聴覚室・PC 室 

（５）指導計画 

回 テ ー マ 実 施 日 

１ Society 5.0 10/６(水) 10/８(金) 

２ デジタルとは？ 10/12(火) 10/15(金) 

３ アルゴリズムとは？ 10/19(火) 10/22(金) 

４ 速いアルゴリズムを作ろう！ 11/19(金) 11/22(月) 

５ クラスタリング～データの中の集団を見つける～ 11/26(金) 11/30(火) 

６ 分類～データの分類ルール機械学習～ 12/３(金) 12/７(火) 

７ 手書き文字の分類～文字を空間の点ととらえる～ 12/21(火) 12/22(水) 

８ テキストマイニング １/18(火) １/21(金) 

９ データサイエンス実習 ２/15(火) ２/17(木) 

10 データサイエンス実習 ２/21(月) ２/24(木) 

（６）指導概要 

 ① コンピュータとプログラミング 

・アルゴリズムを表現する手段 ・コンピュータや情報通信ネットワークを活用する手段 

・モデル化やシミュレーション 

 ② 情報通信ネットワークとデータの活用 

・データ蓄積、管理、提供の方法  

・データ表現、整理、分析の方法 
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ｃ 成果 と課題  

（１）新学習指導要領「情報Ⅰ」・「情報Ⅱ」の内容を踏まえながら、本校生の持つ情報に対す

る基礎力を把握した後、本校生の意欲や興味のある学習内容を実施した。  

（２）参加型授業を構築し、授業内に必ず演習を取り入れた。結果等を生徒が講師に所定の URL

に回答することで生徒の反応や理解度が即座に講師に伝わり、講義を聞きだけの受動型では

なく参加型の有意義な講義であった。 

（３）演習内容が生徒自身の身近な興味のある内容であり、より積極的に探究活動を自主的に進

められた。 

（４）ほとんどの生徒がデータを取り扱う重要性及びスキルの基礎を学ぶことができ、意欲が高

まったという感想を述べた。また、プログラムを勉強してゲームプログラミングにチャレン

ジしたいという生徒もいた。 

（５）ティームティーチングで参加した本校教員の探究活動の指導法やデータサイエンスの取り

扱い、プログラミングのスキル及び意欲が向上した。 

（６）今後の課題としては、情報教育は担当者はもとより、全教員の情報スキルの向上により、

生徒のすべての教科の探究活動の一助となり深化に繋がることであり、より一層教員研修及

び生徒の活動を深めていきたい。 
 

 

【13】国際性を高める取組  

ａ 仮 説  

国際性を高める取組により、国際感覚を育成することができ、グローバルな視野から国内外

のあらゆる事象に対して問題意識を持つことができる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）グローバルフォーラム 

実施日時：５月 28 日（金）16:00～17:00  会場：本校視聴覚室 

講  師：高橋 千典 氏 （株式会社 アイ エス エイ） 

演  題：「コロナ禍における旅行専門企業の生き残り戦略」 
 

（２）グローバルウイーク 

実施日時：１月 17 日（月）、19 日（水）、21 日（金） 16:10～17:10  

会  場：本校視聴覚室・図書館 

17 日 講師：井上 守江 氏（保健師・東京都荒川区健康部保険予防課感染症予防係） 

演題：「ウズベキスタンでの２年間の活動」＜JICA 国際協力出前講座＞ 

19 日 講師：Andres Gonzalez 氏 （本校 ALT） 

21 日 講師：吉岡 浩 氏 （本校英語教諭） 

概  要：グローバル委員が主体的に講師選定から企画・運営を実施した。 
 

（３）Global Education Program 2021  ・・・COVID-19 拡大に伴い中止 

  実施予定日：８月４日（水）～６日（金） 実施予定場所：千葉県茂原市リソルの森 

 

（６）検  証 

関係資料【２－１】小・中学生サイエンスサポート 事後アンケートでは、参加した小･

中学生は実験講座に対して高い満足を得たことを示している。参加者全員が「非常に楽し

かった」「参加してよかった」「実験に一生懸命取り組んだ」「科学技術分野への興味･関

心･意欲が高まった」と回答している。小学生にとって実験内容が難しいと感じられたとこ

ろもあり「実験が生活に活かされる」と回答した率は高くはなかったが、大変意義のある

体験であったと言える。 

 
ｃ 成果 と課題  

サイエンスサポーターとして実験の指導にあたった本校生徒は、参加者に対して疑問解決の

アドバイスや実験のサポートを小中学生の目線で対応していた。参加者からは、「話し合いな

がら答えを導くことが楽しかった。」「本物を触ることで眼について新しい知識を知ることが

できた。」などの感想があった。高校側でテーマを設定しての短時間での実験講座となったが、

科学の面白さ、不思議さを体験する機会を共有することはできたと思われる。次年度に向けては、

テーマ設定を行い、実施期間を通して課題解決を行うための実験内容の構築が課題である。 
 
 

【12】データサイエンス特別講座  

ａ 仮 説  

自然・社会現象と情報数理分野の関わりを深く理解し、ビッグデータ解析や数学的に事象を

分析することについて興味･関心を持たせる。 

 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 

（１）実施期間  令和３年 10 月～令和４年２月（10 回） 

（２）対象生徒  ２学年 

（３）講  師  茨城大学理工学研究科(理学野)数学･情報数理領域 教授 藤間 昌一 氏 

（４）実施場所  視聴覚室・PC 室 

（５）指導計画 

回 テ ー マ 実 施 日 

１ Society 5.0 10/６(水) 10/８(金) 

２ デジタルとは？ 10/12(火) 10/15(金) 

３ アルゴリズムとは？ 10/19(火) 10/22(金) 

４ 速いアルゴリズムを作ろう！ 11/19(金) 11/22(月) 

５ クラスタリング～データの中の集団を見つける～ 11/26(金) 11/30(火) 

６ 分類～データの分類ルール機械学習～ 12/３(金) 12/７(火) 

７ 手書き文字の分類～文字を空間の点ととらえる～ 12/21(火) 12/22(水) 

８ テキストマイニング １/18(火) １/21(金) 

９ データサイエンス実習 ２/15(火) ２/17(木) 

10 データサイエンス実習 ２/21(月) ２/24(木) 

（６）指導概要 

 ① コンピュータとプログラミング 

・アルゴリズムを表現する手段 ・コンピュータや情報通信ネットワークを活用する手段 

・モデル化やシミュレーション 

 ② 情報通信ネットワークとデータの活用 

・データ蓄積、管理、提供の方法  

・データ表現、整理、分析の方法 
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第５節 成果の公開 

【 14】 SS 課題研究発表会  
ａ 仮説  

    ＳＳ課題研究の研究成果について他校の生徒や先生方、保護者に対し発表し、様々な意見や講評を
いただくことで、研究の過程や結論について考えを深め、今後の探究活動へ向けた足掛かりとする。   
また、２年生のＳＳコース、１年生希望生徒が発表会に参加することで、今後の課題研究の参考とし、
理系分野へ進むきっかけを得る。 
 

ｂ 研究開発の内容・方法・検証 
（１）実施日  令和３年７月 17 日（土）   
（２）会 場  駿優会館 ８階大ホール 
（３）参加者  261 名（本校生徒 82 名を含む） 
（４）日 程  9:30 ～  9:39  開会行事（挨拶：校長 出席者紹介：教頭） 

     9:46 ～ 12:27  課題研究発表（発表7分、質疑2分） 
    12:32 ～ 12:42  講評（茨城大学副学長 折山 剛教授） 
    12:43 ～ 12:48  閉会・諸連絡 
    13:35 ～ 14:35  第１回ＳＳＨ運営指導委員会（駿優会館 801 号室） 

（５）発表テーマ 
１ マイコンカーラリー  ８ 煌めきの銅葉 ～電析による銅薄膜の形成条件を探る～ 
２ 糸なし糸電話の応用  ９ ビタミン C 電池 
３ 骨伝導イヤフォンの研究  10 梅と抗菌 
４ 母なる海に迫る危険～マイクロプラスティックによる海洋汚染～  11 梅と抗菌 All English 
５ 二つの顔を持つ瞬間冷却材  12 水の浄化 All English 
６ ANTI BUBBLE ～洗剤の成分と強度の依存性について～  13 天然酵母での米パンの発酵 All English 
７ 閉鎖系 Belouzov-Zhabotinsky 反応における酸素の影響    

（６）概 要  COVID-19 拡大に伴い、昨年度の３月から５月末まで休校措置がとられた。研究テーマ
を考える大切な時期であったが、グーグルクラスルームを用いて生徒同士がテーマに
ついて議論し、休校明けにスムーズに課題研究ができるような取り組んだ。生徒たち
にとっては、この家庭学習期間を活用し、研究テーマについて考える良い機会にもな
った。全班がパワーポイントにより、写真、図や動画を取り入れて発表した。発表の
導入部分を英語で行うなど、サイエンスイングリッシュで学んだ成果も発揮すること
ができた。 

（７）検 証  運営指導委員の評価は以下の通り。 
・何より発表した生徒たちは、研究を楽しんでいる。･･･全委員 
・科学探究のプロセスを学ぶことが大切。･･･全委員 
・年々、実験の成果が上がっている。･･･委員２名 
・科学的な根拠づけにおいて、一層の指導が必要。･･･委員２名 
・市場経済においては、オンリーワンこそが投資家にとって重要事項。･･･委員１名 
・テーマ設定が正確になされているが、科学的に研究をつめていく部分はもう少しである。･･･委員１名 
・考察を推定で行って結論付けず、不明な部分は今後の課題にしても良い。･･･委員１名 
・定量的な研究ばかりではなく、定性的な研究でも良い。･･･委員１名 
・グローバルに地球の未来を考えることが大切である。･･･委員１名 
・追試的な部分があっても、その研究の過程を学ぶことは大切なことである。･･･委員１名 
・英語での発表など全体的に発表の様子は素晴らしい。･･･委員１名 

 
ｃ 成果と課題  

講評をいただいた折山先生のお話にもあったが、参加者が理解しやすいように様々な工夫を凝らし
て図やアニメーションなどを適切に用い、丁寧に発表を行うことができた。また、質問に対して班の
中で相談しながら答える様子が見られるなど、一方的に話すのではなく、参加者とともに理解を深め
ていく姿勢が見られた。２年間の研究の集大成となる場であるが、研究の内容をさらに深めるために
進路を定めた生徒もおり、次の段階につながる発表会となった。 

今回の発表でも SS コースの生徒が培ってきたプレゼンテーション能力は大きく発展していると感
じた。また、研究の手法や進め方なども先輩が主体的に行動し、後輩へ指導や助言を行う場を設けて
いることも、発表内容の充実につながっている。 

しかし、全校への波及効果の拡大については、放送部の生徒の活躍の場になるものの、SS クラスの
生徒以外には、この発表会が大きな関心事になっていない。一昨年度までは１年生生徒が全員参加し
ていたが、進路決定に向けた３年生の理系クラスの生徒をはじめ多くの生徒にこの発表会を広報し、
参加させることができるならば、将来求められるプレゼンテーションの技術の習得に向けて良い刺激
を受ける場となるはずである。 
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【15】SSH研究成果報告会 
ａ 仮説  

  SS 課題研究、環境科学、START プログラムの研究成果を他校の先生方や保護者に対し発表する。課題

を発見する力・論理的に考える力・自分の言葉で表現する力・コミュニケーション能力を育成する。様

々な意見や講評をいただくことで、今後の課題研究の参考とする。 

 
ｂ 研究開発の内容・方法・検証 
（１）実 施 日  令和４年２月 18 日（金）   
（２）会  場  午前：駿優会館 ８階大ホール  午後：水戸二高体育館 
（３）対象生徒  １学年、２学年 
（４）日  程  10:55 ～ 11:10  開会行事（挨拶：校長･生徒会長 出席者紹介･事業報告：教頭） 

     11:10 ～ 12:35  口頭発表 ・STARTプログラム(１件) １学年代表 
・環境科学(７件) 各クラス代表 

・SS 課題研究(４件×６分＋各質疑応答２分) 

12:35 ～ 12:40  講評と指導助言 (茨城大学副学長 折山 剛教授） 

12:40 ～ 14:10  移動・昼食 

     14:10 ～ 15:20  ポスターセッション 
     15:40 ～ 16:40  第２回ＳＳＨ運営指導委員会（水戸二高秀芳会館） 

（５）概  要 
〇 口頭発表 

区 分 テ ー マ 
STARTプログラム 加藤シゲアキ 文学賞までの道を追う 

環境科学 

世界遺産は本当に美しいのか 
みんなで学べる世界に 
ジェンダー差別を無くすために 私たちが意識しない差別について 
サステナブルな暮らし 
質の良い教育をみんなに 
野生動物を守るために 
貧困とは世界全体のシステムエラー 

SS 課題研究 

発酵食品を長く！おいしく！食べたい！！！ 
草木染めの堅牢度～紫外線による梅染めの褪色～ 
Zn 金属葉～成膜のコントロールと構造解明～ 
脳のない天才～粘菌の研究～ 

〇 ポスターセッション 

1・２年生全員をＡ、Ｂ、Ｃの３班に分け、各 20 分の個人発表。１学年は START プログラム

のポスター発表、２学年は環境科学・SS 課題研究のポスター発表。発表者と聞き手に分かれ、

「相互評価シート」を使ってポスターが貼られたパネルを回り、相互に評価をした。全テーマ

を記載したパンフレットは PDF データとして全生徒へ送信した。 

（６）検  証  運営指導委員の評価は以下の通り。 

・興味関心からのテーマ設定が研究の原点。楽しんで行えることが重要である。 
・疑問に対して考えて課題解決に向けて取り組んでいくことに関して、良い取り組みをしている。 
・家庭科などでの学習やどこかで興味を得たことを研究していくと幅広い知識が増える。 
・SDGs の取り組みなど小学生、中学生で行ってきた探究を日常との関わりの中で考え、それを深める
ことも良い。それに対し社会活動をどのように行っていくかが、今後の取り組みの課題である。 

・他クラスの生徒の発表を見ることによって、発表に仕方について新たな発見があったのではないか。 

 
ｃ 成果と課題  
（１）探究の学びとその成果の発表について、自己評価の結果は関係資料【１－２】研究成果報告会 ル

ーブリックとその変容のとおり。発表会を終えた達成感から、７月や 11 月に実施したルーブリッ

クより高評価を回答する生徒が多い。 

（２）効果的な相互評価により、問題発見力や課題解決力、発想力の育成ができた。 
（３）プレゼンテーション作成と発表に至るまでに、生徒どうしが活発に積極的に協働することによって

お互いに良い影響を及ぼし、共に高め合い、深め合う本校生の長所が形成された。 
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第４章 実施の効果とその評価 

１ 科学研究プログラムの効果とその評価 

（１）SS 課題研究では、３学年 SS 課題研究において、13 件の研究論文を作成した。発表会等へのべ

33 件が応募し 11 件が入賞した。上位入賞は以下のとおり。 

東京理科大学 第 12 回坊ちゃん科学賞 優秀賞 

(公財)京都技術科学センター テクノ愛 2021 優秀賞 

朝日新聞社 JSEC2021 入賞 

筑波大学 第 16 回科学の芽賞 学校奨励賞 

茨城県 第 65 回茨城県児童生徒科学研究作品展 茨城県高等学校教育研究会長賞 

（２）SS 課題研究発表会後の運営指導委員からの評価概要は以下のとおり。 

・何より発表した生徒たちは、研究を楽しんでいる。 

・年々、実験の成果が上がっている。 

・英語での発表など全体的に発表の様子は素晴らしい。 

（３）研究成果報告会後の運営指導委員からの評価概要は以下のとおり。 

・興味関心からのテーマ設定が研究の原点。楽しんで行えることが重要である。 

・継続の研究ばかりではなく、独自の研究が多く、内容が多岐にわたっている。 

・疑問に対して考えて課題解決に向けて取り組んでいくことに関して、良い取り組みをしている。 

・興味・関心から本質的な部分にどのように進んでいくのかが大切である。 

・家庭科などでの学習やどこかで興味を得たことを研究していくと幅広い知識が増える。 

・SDGs の取り組みなど小学生、中学生で行ってきた探究を日常との関わりの中で考え、それを深

めることも良い。また、それに対し社会活動をどのように行っていくかが、今後の取り組みの

課題である。 

・他のクラスの生徒の発表を見ることによって、発表に仕方について新たな発見があったのでは

ないか。 

（４）２学年の SS 課題研究では、 (公財)日本科学協会サイエンスメンタープログラムのメンティ認

定を受け、研究費の支援と専門技術者からの直接指導を頂戴している。科学部は、(公財)げんで

んふれあい茨城財団より助成対象校として 10 万円の支援を受けた。家庭クラブは、茨城県学生

ビジネスプランコンテスト 2021 水戸ヤクルト販売株式会社賞・サポーター賞を受賞した。 

（５）新・水戸二の学びルーブリック自己評価では、SS コース生徒は文系･理系生徒よりもほぼ全て

の項目で高い自己評価をし、１年間の変容においても自己評価を高め、SS 課題研究をとおして自

信に繋げている（関係資料【１－２】参照)。 

（６）SS 理科Ⅰでの ICT 活用とグループ学習での学びあいにおいて、大多数の生徒にとって効果的な

学習が実践されている（関係資料【２－３】参照）。「設問１．コンピューターやタブレットな

どを活用し、生徒の興味関心を高めるように、学びの進め方を工夫している。」で 98％、「設問

２．思考力・判断力・表現力の育成を考えて、生徒がじっくりと考える時間を設けている。」で

100％、「設問３．生徒同士の対話や、ふりかえりの時間及び教員との質疑応答の機会を設けてい

る。」で 98％、「設問７．生徒が課題を設定し、議論し、解決策を考えることができる時間を設

けている。」で 97％の生徒から肯定的な回答を得た。 

（７）一昨年度より理系生徒と SS コース生徒の混合クラス編成をしており、SS 課題研究でのグルー

プ内・グループ間議論の形式が、SS コース以外の生徒に対して波及効果をもたらしている。 

（８）サイエンスイングリッシュでは、多くの生徒がプレゼンテーション技能について具体的な方

法と意識すべき事柄を明確にできるようになった（関係資料【２－２】参照）。 
 

２ 科学教育プログラムの効果とその評価 

（１）START プログラムは、オリジナルテキストにより、生徒は見通しを持って探究活動が行えた。

さらに、教科書からもテーマを見つけられるようにしたため、多様な興味・関心に対応できるよ

うになり、一層自主的な探究活動が進められた。 

（２）年度内に複数回の新・水戸二の学びルーブリック自己評価を実施した。研究成果報告会後の回

答では、ほぼ全ての項目において前年度より高い自己評価をした（関係資料【１－２】参照）。

この要因として、1 学年は 7 月、11 月、２月の３回、同じルーブリック自己評価をし、

回答を重ねる中で自己評価が高まる傾向があるのではないかと推測する。また、回答率
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が 83％と高い要因として、自己評価の軌跡（関係資料【１－５】参照）を全生徒に配布

し、ポートフォリオとして活用することが定着していることが考えられる。 

（３）SSH 講演会では、全体として【事前】【事後】において、⑬感動する、⑮課題発見の評価項

目が高い傾向が見られた。一方、⑦探究心において変容が＋１以上が 65％に達し、＋２以上が

24％という結果を得た（関係資料【１－４】参照）。 

（４）自然科学体験学習では、新・水戸二の学びルーブリックのいずれの評価項目においても、＋１

以上の変容が 90％以上見られ、＋２以上の変容は約 50％に達した。特に、①情報収集と③探究心

は、積極的姿勢として表される５の大幅増加が示された（関係資料【１－３】参照）。 

（５）自然科学Ａ･Ｂは、科学に対する高い興味関心と科学的な見方や考え方を養うことにおいて、大

多数の生徒が効果的な学習が実践されている（関係資料【２－３】参照）。「設問２．思考力・

判断力・表現力の育成を考えて、生徒がじっくりと考える時間を設けている。」で 97％、「設問

４．生徒の知的好奇心を刺激するよう、学びの内容や進め方を工夫している。」で 89％、「設問

５．生徒の知識が深まり、資質・能力が高まるよう、学びの内容や進め方を工夫している。」で

93％の生徒から肯定的な回答を得た。理科実験室等の設備を活用し、４分野とも十分な回数の実

験実習を行うことができた。 

（６）環境科学では、新・水戸二の学びルーブリックのほとんどの評価項目において、１学年より２

学年理系・文系の自己評価が高いことが示された（関係資料【１－２】参照）。環境科学を通し

て、探究の学びを深化させていることを示唆している。 

（７）小･中学校サイエンスサポートで、参加した小･中学生は実験講座に対して高い満足を得た（関

係資料【２－１】参照）。参加者全員が「非常に楽しかった」「参加してよかった」「実験に一

生懸命取り組んだ」「科学技術分野への興味･関心･意欲が高まった」と回答した。 

 

第５章 校内における SSH の組織的推進体制 

①校務分掌（下の組織図） 

文　部　科　学　省 JST 科学技術振興機構

県
教
育
委
員
会

運
営
指
導
委
員
会

水  戸  二  高  S  S  H  運  営  組  織

校　　　長 副　校　長　・　教　　頭

事 務 室 長 企画委員会（部長・主任）

職　　員　　会　　議

高
大
接
続
委
員
会

特別活動部 国際理解 発 表 会 評価集計

各
学
年

各校務分掌 教育デザイン部(13名)

教　務　部 国語(1)・地公(1)・数学(1)・理科(5)

進路指導部 英語(3)・事務(1)・実習教(1)

保健厚生部 白 百 合 連携･広報学
校
評
議
員
会

生徒指導部 総　　務 SSコース 探究推進

小中支援

渉　外　部

各
教
科

図　書　部 SSH委員会(18名)

企 画 部
教頭･教務部長･進路指導部長

教デ部長･教デ部･事務

各種委員会 研 究 部 各学年主任・各教科主任

大　　学 市教育委員会 地域小中学校 同 窓 会
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② 組織運営の方法 

 （１）教育デザイン部 ・・・①校務分掌参照 

所管事項：事業計画、事業運営、連絡調整および経理事務 

 （２）SSH 委員会 ・・・①校務分掌参照 

所管事項：事業推進、事業評価、教育課程･指導法･評価法の研究開発 

（３）経理等の事務処理体制 

決裁権限者(校長)、経理事務主任者(事務室長)、経理事務担当者、SSH 事務嘱託員 

③ 運営指導委員会 

茨城大学、筑波大学、その他教員や有識者に依頼し、専門的な見地から指導・助言を得る。

評価に関する有識者も加える。 

 

 

第６章 成果の発信・普及 
① 事業終了ごとに、学校ＨＰの更新 

② ｢SSH 通信｣年間４回発行 

③ ｢SS 課題研究｣、｢科学部・家庭クラブ｣の研究成果の校内掲示、デジタルサイネージ公開 

④ SS 課題研究発表会、公開授業週間、研究成果報告会での研究開発成果の普及 

⑤ ｢START プログラム｣での探究の学びのオリジナルテキスト作成 

⑥ 体験型科学探究学習｢女子高生 STEAM コンテスト｣の開催 

⑦ 環境科学ネットワーク、サイエンスサポートにおける研究開発成果の普及 

 

第７章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

ア 科学研究の質を向上させる 

第Ⅲ期と今年度の６年間で、課題研究論文数は 86 件、部・同好会の論文数は 15 件であり、発表

会や学会の高校生セッションへ出品・発表した 248 件のうち、55 件について受賞している。全国

レベルでの上位入賞をさらに増やすため、研究内容の質を向上させることが課題である。 

 

イ 科学探究の学びの深化と汎用化 

SSH 事業を中心とした探究の学びは、本校の教育活動のあらゆる場面において高い教育効果を生

み出してきた。令和２年度に、各教科・校務分掌による協議と全職員での研修、大学の先生方から

の助言も頂きながら、これまでの SSH を軸とした探究の学びを基に、汎用性が高い一方で、科学的

思考を高めるためのベースとなる４つの資質･能力を明確化し、16 の要素からなる「新・水戸二の

学びルーブリック（関係資料【１－１】）を作成した。 

令和４年度の１学年では、BYOD を一層活用した START プログラムの指導方法を研究開発すると

ともに、課題設定をどのように導き、時間をどのように確保するか。さらに、探究を深化させる論

理的思考力をつけるためにはどのような方法が効果的かを探る。 

令和５年度の２学年は、これまでの「環境科学」に替わり全員が「課題研究」を実施する予定で

ある。全員が科学探究の学びを深められ、本校生徒の特質に合わせた新たなテキスト教材の研究開

発を進める予定である。 

 

ウ 研究開発成果の普及と発信 

県内はもとより、国内へ向けて成果の発信を行うとともに、科学技術系人材育成へ向けた研究開

発に関する先進的な取組についての交流の拠点となることが求められている。次年度は、Online

を活用した教員の交流会を主催したい。また、先端科学領域についての助言を頂けるよう、大学や

研究機関との協力・連携を強化構築したい。 
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➍ 関係資料 
 

１ 新・水戸二の学びルーブリックと生徒変容 
【１－１】 新・水戸二の学び ルーブリック 

資質・能力/要素 定  義 レベル 5 レベル 4 レベル 3 レベル 2 レベル 1 

読 
み 
解 
く 
力 

1 情報収集 

必要な情報を入手
し，精査したうえで，
取捨選択して自分の
ものとする。 

様々な手段を駆使し，情報
を入手している。信頼性が
高い情報のみを選択して
自分のものとしている。 

工夫して情報を入手し
精査したうえで，取捨
選択して自分のものと
している。 

情報を入手し，精査
している。 

通り一遍の情報
入手に留まって
いる。 

必要な情報が入
手できない。 

2 傾聴 
他者の意見を聴き，
正しく理解し，尊重す
る。 

相手の意見を十分理解し，
自分と異なる意見にも耳を
傾け尊重している。 

相手の意見を十分理
解し，自分と異なる意
見にも耳を傾けてい
る。 

相手の意見を十分
理解している。 

相手の意見を一
通り理解してい
る。 

意見を聴き，理
解することがで
きていない。 

3 読解 
記述された内容を正
しく理解する。 

記述された内容，記述され
ていない内容を含めて真
意を十分理解している。 

記述された内容を十
分理解したうえで，記
述されていない内容を
考慮し，真意をある程
度理解している。 

記述された内容を
十分理解している。 

記述された内容
を理解しようとし
ている。 

記述された内容
を理解できてい
ない。 

4 学習 

幅広い分野で，知識
やノウハウを深く習
得することを継続す
る。 

幅広い分野で，知識やノウ
ハウを深く習得することを
継続している。 

幅広い分野で，知識
やノウハウを深く習得
している。 

自ら新しい知識やノ
ウハウを深く習得
することに努めてい
る。 

限定的な知識や
ノウハウの習得
に留まっている。 

自ら新しい知識
やノウハウを習
得できていない。 

考 
え 
る 
力 

5 
概念的 
理解 

あらゆる事象の原理
や法則(記号や図表
等を含む)について
理解する。 

授業や教科書の原理・法
則について十分に理解し，
大学レベルの学習にも取
り組んでいる。 

授業や教科書の原理・
法則について，十分に
理解できるまで問題演
習等で継続的に取り
組んでいる。 

授業や教科書の原
理・法則について，
理解できるまで問
題演習等で取り組
んでいる。 

授業や教科書の
原理・法則につ
いて既存の知識
や経験と結び付
けて考えられる。 

授業中に理解で
きない原理・法則
について，その
ままにしている。 

6 
合理的な
思考 

複雑な事象の本質
を整理し，構造化す
る。論理的に自分の
意見や手順を構築・
展開する。 

複雑な事象を整理し，構造
化できる。意見や手順を論
理的に展開し，相手を納得
させることができる。 

複雑な事象を整理し，
構造化できる。自分の
意見や手順を論理的
に展開できる。 

複雑な事象を整理
し，構造化しようと
努力している。 

複雑な事象を整
理できる。 

複雑な事象を整
理できない。 

7 探究心 

旺盛な知的好奇心を
持ち，専門であるな
しに関わらず，未知
の知識を取り入れ
る。 

幅広い知的好奇心を持ち，
新たな知識を意欲的に取
り入れようと，積極的に行
動している。 

幅広い知的好奇心を
持ち，新たな知識を意
欲的に取り入れよう
と，実際に行動してい
る。 

幅広い知的好奇心
を持ち，新たな知識
を意欲的に取り入
れようと，一部は実
際に行動している。 

普段から自分が
興味のある分野
について情報収
集の努力をして
いる。 

新たな知識を得
ようという姿勢を
持たない。 

8 慎重さ 
物事を即座にうのみ
にせず，慎重に吟味
する。 

常に先入観を持たないよう
心がけており，物事を即座
にうのみにせず，慎重に
吟味する術を持っている。 

物事を即座にうのみ
にしないよう心がけて
おり，常に慎重に吟味
するようにしている。 

物事を即座にうの
みにしないよう心が
けているが，余裕
がある時は慎重に
吟味するようにして
いる。 

物事を即座にう
のみにしないよ
う心がけている。 

物事をうのみに
することが多く，
慎重に吟味する
術を知らない。 

伝 
え 
る 
力 

9 説明 

様々な事象や現象，
自分の意見につい
て，相手に分かりや
すく説明する。 

様々な事象や現象，自分
の意見を結論から述べ，
因果関係を明確にして相
手に分かりやすく説明でき
る。 

様々な事象や現象，
自分の意見につい
て，聴き手の反応を確
かめながら分かりや
すく説明できる。 

様々な事象や現
象，自分の意見に
ついて，分かりや
すく説明できる。 

様々な事象や現
象，自分の意見
について説明で
きる。 

様々な事象や現
象，自分の意見
について説明で
きない。 

10 記述 
正しい文章で他者が
理解できるように記
述する。 

正しい文章で，他者が十分
理解できる記述となるよう
秀でた工夫をしている。 

正しい文章で，他者が
十分理解できる記述と
なるよう工夫をしてい
る。 

正しい文章で，他者
が十分理解できる
よう記述することが
できる。 

正しい文章で，
他者が一通り理
解できるよう記述
することができ
る。 

記述された文章
を他者が理解で
きない。あるい
は，記述された
文章に重大な誤
りがある。 

11 発表 

伝えたい内容を明確
化し，聴き手の興
味・関心を引き出す
ようなプレゼンテー
ションをする。 

伝えたい内容が明確で分
かりやすく，聴き手の興
味・関心を引き出すプレゼ
ンテーションを行ってい
る。 

伝えたい内容の全体
像が分かり，聴き手の
興味・関心を引き出す
プレゼンテーションを
行っている。 

伝えたい内容の全
体像が分かるプレ
ゼンテーションを行
っている。 

伝えたい内容が
部分的に分かる
プレゼンテーショ
ンを行っている。 

伝えたい内容が
分からず，プレ
ゼンテーション
の目標・意図が
伝わらない。 

12 企画 
メンバーからの提案
をまとめ，周りに対
して発信する。 

メンバーからの提案を引き
出し，全員から同意を得て
まとめ，周りに対して発信
できる。 

メンバーからの提案を
引き出し，全員から同
意を得てまとめること
ができる。 

メンバーからの提
案を受け付け，全
員から同意を得て
まとめることができ
る。 

時間・場所・効果
等について立案
し，提案できる。 

今後の活動につ
いて全く計画性
を持てない。 

創 
り 
生 
み 
出 
す 
力 

13 感動する 

様々な現象や斬新
なアイデアに接して
強い印象を受け，新
たな取り組みの原動
力とする。 

様々な現象や斬新なアイ
デアに接して強い印象を
受け，積極的に新たな取り
組みの原動力とする。 

様々な現象や斬新な
アイデアに接して強い
印象を受け，新たな取
り組みの原動力とす
る。 

様々な現象や斬新
なアイデアに接して
強い印象を受け，
心を奪われる。 

様々な現象や斬
新なアイデアに
興味を持つ。 

様々な現象や斬
新なアイデアに
興味を持たな
い。 

14 
自分を 
変える 

自分の言動や行動
を客観視し，常に向
上しようと意識して
おり，次の行動へ繋
げる。 

社会の中での自分の役割
や意識を客観視し，自分の
目標と関連付けて大局的
に行動できる。 

目標達成のための言
動や行動を常に見直
し反省しながら学び続
け，次の行動へ繋げ
て取り組んでいる。 

目標に近づく方策を
考え，自ら行動する
ことができる。 

自分を向上させ
るため，自分自
身で目標を立て
ることができる。 

自分を向上させ
るための方策が
思い浮かばな
い。 

15 課題発見 

現状と目標を把握
し，その間にあるギ
ャップの中から，解
決すべき課題を見つ
け出す。 

現状と目標を把握し，その
間にあるギャップの中か
ら，解決すべき課題を見い
出し優先順位付けができ
る。 

現状と目標を把握し，
その間にあるギャップ
の中から，解決すべき
課題を見つけ出してい
る。 

現状と目標を把握
し，その間にあるギ
ャップの中に課題を
見つけている。 

与えられた課題
を正しく理解でき
ている。 

与えられた課題
を正しく理解でき
ない。 

16 融合 

異なる考えや文化，
習慣，価値観等を受
け入れ，相互理解を
得て適切に対応す
る。 

多様性を受け入れ，相互
理解を得るとともに，相乗
効果により新たな価値を生
み出している。 

異なる考えや文化，習
慣，価値観等を受け入
れ，相互理解を得て適
切に対応している。 

多様性を理解し受
け入れるとともに，
自らの考えや文
化，習慣，価値観等
を伝えている。 

異なる考えや文
化，習慣，価値観
等を理解し，受け
入れている。 

異なる考えや文
化，習慣，価値観
等を理解できな
い。もしくはその
存在を意識して
いない。 
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【１－２】 研究成果報告会 ルーブリックとその変容 

令和２年度結果 

 
回答率 １学年 88％、 ２学年理系・文系…75％、 ２学年 SS コース…74％ 

 

令和３年度結果 

１学年 ２学年 理系・文系 ２学年 SS コース 

   
回答率 １学年 83％、 ２学年理系・文系…86％、 ２学年 SS コース…95％ 

 

２学年生徒の１年間の変容 
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【１－３】 自然科学体験学習 ルーブリックとその変容 

  

 

 

【１－４】 SSH 講演会 ルーブリックとその変容 

自己評価【事前】 

 

自己評価【事後】 

 

SSH講演会【自己評価の変容】 

 
全体回答率 ･･･ 【事前】８６．６％、 【事後】８２．０％ 
 
 

  

6 

3 

6 

6 

2 

7 

11 

13 

9 

11 

11 

7 

9 

9 

7 

6 

8 

10 

0 

1 

4 

3 

5 

2 

0 

0 

0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①情報収集

②学習

③探究心

④感動する

⑤自分を変える

⑥課題発見

自己評価【事前】

5 4 3 2 1

12 

5 

14 

11 

6 

10 

13 

17 

8 

11 

13 

13 

1 

4 

4 

4 

6 

3 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①情報収集

②学習

③探究心

④感動する

⑤自分を変える

⑥課題発見

自己評価【事後】

5 4 3 2 1

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

1 

5 

2 

3 

5 

12 

11 

10 

11 

9 

8 

10 

11 

10 

11 

13 

10 

2 

2 

1 

2 

1 

2 

1 0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①情報収集

②学習

③探究心

④感動する

⑤自分を変える

⑥課題発見

自然科学体験学習【自己評価の変容】

＋5 ＋4 ＋3 ＋2 ＋1 0 －1 －2 －3 －4 －5
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【１－５】 新・水戸二の学びルーブリック 自己評価の軌跡 

 

 

２ アンケート等 
【２―１】小・中学校サイエンスサポート 事後アンケート 

 

 

【２－２】 SE 講演会 振り返り 

   

  

1 実験講座は楽しかったと思いますか。

2 実験講座に参加してよかったと思いますか。

3 実験には一生懸命取り組んだと思いますか。

4
実験講座により、科学技術分野への興味･関
心･意欲が高まったと思いますか。

5 実験講座が生活にいかされると思いますか。

 ① 非常に思う
 ② やや思う
 ③ どちらでもない
 ④ あまり思わない
 ⑤ まったく思わない
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30
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5

8

15 3 1

① ② ③ ④
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【２―３】生徒による授業アンケート 

 
  

学校全体 SS理科Ⅰ 自然科学A・B 回　答

１　コンピューターや
タブレットなどを活用
し、生徒の興味関心
を高めるように、学
びの進め方を工夫し
ている。

①そう思う
②大体そう思う
③あまり思わない
④思わない

２　思考力・判断力・
表現力の育成を考
えて、生徒がじっくり
と考える時間を設け
ている。

①設けている
②やや設けている
③あまり設けていない
④設けていない

３　生徒同士の対話
や、ふりかえりの時
間及び教員との質
疑応答の機会を設
けている。

①設けている
②やや設けている
③あまり設けていない
④設けていない

４　生徒の知的好奇
心を刺激するよう、
学びの内容や進め
方を工夫している。

①そう思う
②大体そう思う
③あまり思わない
④思わない

５　生徒の知識が深
まり、資質・能力が
高まるよう、学びの
内容や進め方を工
夫している。

①そう思う
②大体そう思う
③あまり思わない
④思わない

６　生徒の努力を認
め、意欲が高まるよ
う、適切に声かけを
している。

①そう思う
②大体そう思う
③あまり思わない
④思わない

７　生徒が課題を設
定し、議論し、解決
策を考えることがで
きる時間を設けてい
る。

①設けている
②やや設けている
③あまり設けていない
④設けていない

８　生徒が課題解決
に向けて探究した成
果について、発表す
る機会を設けてい
る。

①設けている
②やや設けている
③あまり設けていない
④設けていない

①44%

②34%

③13%

④9%

①73%

②25%

③2% ④0%

①65%
②27%

③8% ④0%

①62%
②31%

③5% ④2%

①75%

②25%

③0% ④0%

①65%
②32%

③2% ④1%

①59%②34%

③6% ④1%

①54%②38%

③6% ④2%

①70%

②27%

③3% ④0%

①51%
②38%

③10% ④1%

①66%

②31%

③3% ④0%

①56%
②33%

③10% ④1%

①57%

②36%

③6% ④1%

①65%

②31%

③2% ④2%

①58%
②35%

③6% ④1%

①54%②37%

③7% ④2%

①68%
②30%

③1% ④1%

①53%②36%

③9% ④2%

①42%

②42%

③12% ④4%

①46%
②42%

③9% ④3%

①50%②34%

③14% ④2%

①33%

②35%

③21%

④11%

①31%

②32%

③25%

④12%

①35%

②31%

③22%

④12%

【１－５】 新・水戸二の学びルーブリック 自己評価の軌跡 

 

 

２ アンケート等 
【２―１】小・中学校サイエンスサポート 事後アンケート 

 

 

【２－２】 SE 講演会 振り返り 

   

  

1 実験講座は楽しかったと思いますか。

2 実験講座に参加してよかったと思いますか。

3 実験には一生懸命取り組んだと思いますか。

4
実験講座により、科学技術分野への興味･関
心･意欲が高まったと思いますか。

5 実験講座が生活にいかされると思いますか。

 ① 非常に思う
 ② やや思う
 ③ どちらでもない
 ④ あまり思わない
 ⑤ まったく思わない

38

37

33

30

19

1

5

8

15 3 1

① ② ③ ④
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３ SS 課題研究の成果 
【３】SS 課題研究における研究テーマ一覧 

 （１）３学年（SSコース 31名） 単位数：１単位 実施期間：令和２年４月～ 

研究テーマ 生徒数 担当教科（科目） 
マイコンカーラリー ２ 理科（物理） 
糸なし糸電話の応用 ３ 理科（物理） 
骨伝導イヤフォンの研究 ３ 理科（生物） 
母なる海に迫る危険 ～マイクロプラスチックによる海洋汚染～ ３ 理科（地学） 
二つの顔を持つ瞬間冷却材 ２ 理科（化学） 
ANTI BUBBLE ～洗剤の成分と強度の依存性について～ ３ 理科（化学） 
閉鎖系 Belouzov-Zhabotinsky反応における酸素の影響 ３ 理科（化学） 
煌めきの銅葉 ～電析による銅薄膜の形成条件を探る～ ２ 理科（化学） 
ビタミン C電池 ２ 理科（生物） 
水の浄化 ２ 理科（生物） 

 （２）２学年（SSコース 39名） 単位数：１単位 実施期間：令和３年４月～ 

研究テーマ 生徒数 担当教科（科目） 
ドブルの数学的解釈 ２ 数学 
木造建築の耐久性 ２ 理科（物理） 
高い音の活用法 ２ 理科（物理） 
アセチルサリチル酸の合成の収率 ２ 理科（化学） 
カメレオンエマルジョンの研究 ３ 理科（化学） 
お茶の可能性～天然の界面活性剤～ ２ 理科（化学） 
BZ反応の停止・復活における溶存酸素濃度変化 ２ 理科（化学） 
Zn金属葉～成膜のコントロールと構造解明～ ２ 理科（化学） 
CODを効果的に低下させる条件を探る ２ 理科（生物） 
栄養価の高いもやしの栽培 ３ 理科（生物） 
効果的な菌の減らし方 ２ 理科（生物） 
梅染めを色落ちさせない！ ２ 理科（生物） 
発酵食品の賞味期限コントロール ３ 理科（生物） 
昆虫は美味しいか？～アミノ酸定量法～ １ 理科（生物） 
持続可能な未来と昆虫食 ２ 理科（生物） 
脳のない天才～粘菌の研究～ ４ 理科（生物） 
マイクロプラスチックによる海洋汚染２ ３ 理科（地学） 

 

４ ＳＳＨ運営指導委員会 
１ 構 成 

（１）運営指導委員（敬称略） 
折山 剛  茨城大学副学長 化学領域 教授 運営指導委員長 
新井 達朗  筑波大学教育社会連携推進室 特命教授 
大塚 富美子 茨城大学 理学部 数学･情報数理領域 准教授 
群司 晴元  茨城大学 教育学部 准教授 
磯崎 寛也  茨城電機工業株式会社 代表取締役社長 

（２）茨城県教育庁 
柳橋 常喜 高校教育課 課長 岡野 敏昌  高校教育課 副参事 
津賀 宗充  高校教育課 指導担当課長補佐 西田 淳   高校教育課 指導主事 
安藤 剛   高校教育課 指導主事  

（３) 水戸第二高等学校 
石井 純一  校長 鈴木 教生  教頭 
冨澤 英士 教育デザイン部長･SSH委員会委員長･理科 高木 薫  SSH企画部･理科 
菅原加津司 SSH研究部･理科主任 金田 郁夫 SSH研究部･理科 

２ 運営指導委員会記録 

（１）第１回運営指導委員会 

   ① 日時・会場 令和３年７月 17日(土)13:40～14:40 駿優教育会館 801号室 

② 出席者 折山、大塚、新井、群司、磯崎、西田、石井、鈴木、冨澤、高木、菅原、金田 
   ③ 協 議 
    ア SS課題研究発表会について 

・何より発表した生徒たちは、研究を楽しんでいる。･･･全委員 
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・科学探究のプロセスを学ぶことが大切。･･･全委員 

・年々、実験の成果が上がっている。･･･委員２名 

・科学的な根拠づけにおいて、一層の指導が必要。･･･委員２名 

・市場経済においては、オンリーワンこそが投資家にとって重要事項。･･･委員１名 
・テーマ設定が正確になされているが、科学的に研究をつめていく部分はもう少しである。･･･委員１名 
・考察を推定で行って結論付けず、不明な部分は今後の課題にしても良い。･･･委員１名 
・定量的な研究ばかりではなく、定性的な研究でも良い。･･･委員１名 
・グローバルに地球の未来を考えることが大切である。･･･委員１名 
・追試的な部分があっても、その研究の過程を学ぶことは大切なことである。･･･委員１名 
・英語での発表など全体的に発表の様子は素晴らしい。･･･委員１名 

    イ 令和３年度事業計画 
    ウ SSH第Ⅳ期へ向けて 
     ・地域への普及については、他の高等学校への普及と捉えても良いのではないか。 
     ・データサイエンス課題研究については、理科の科目ではなく数学ではないのか。 

（２）第２回運営指導委員会 

   ① 日時・会場 令和４年２月 18日(金)15:40～16:40 水戸二高 秀芳会館 

② 出席者 折山、大塚、新井、群司、磯崎、西田、石井、鈴木、高木、菅原、金田 
   ③ 協 議 
    ア 研究成果報告会について 
     ・興味関心からのテーマ設定が研究の原点。楽しんで行えることが重要である。 
     ・継続の研究ばかりではなく、独自の研究が多く、内容が多岐にわたっている。 
     ・疑問に対して考えて課題解決に向けて取り組んでいくことに関して、良い取り組みをしている。 
     ・興味・関心から本質的な部分にどのように進んでいくのかが大切である。 
     ・家庭科などでの学習やどこかで興味を得たことを研究していくと幅広い知識が増える。 
     ・SDGsの取り組みなど小学生、中学生で行ってきた探究を日常との関わりの中で考え、それを深め

ることも良い。また、それに対し社会活動をどのように行っていくかが、今後の取り組みの課題
である。 

     ・他のクラスの生徒の発表を見ることによって、発表の仕方について新たな発見があったのではな
いか。 

・SDGsからものを考えるということは、ある理想を追求することであり、体制批判も余儀なくされ
ます。ここには、現代の日本の女子教育の根源的な問題があるような気がします。 

・科学は、テーマを導くのは大変ですが、それを実証するのは地味な作業でもあり、女性の緻密さ
や忍耐力に向いていると思います。より高度なテーマを地道に取り組ませることは、今後の女子
教育の一つの選択肢ではないでしょうか。 

    イ 令和３年度事業報告 
     ・COVID-19により実施できなかった事業がある。 

 

５ ＳＳＨ高大接続委員会 
１ 構 成 

（１）茨城大学理学部（敬称略） 
中村 麻子（生物科学領域 教授） 百瀬 宗武 （物理学領域 教授） 
河原  純（地球環境科学領域 教授） 大塚 富美子（数学･情報数理領域 准教授） 
大橋  朗（化学領域 准教授）  

（２）水戸第二高等学校 
鈴木 教生（教頭） 冨澤 英士（教育デザイン部長・SSH委員長･理科） 
堀  勝司（教務部長･地歴公民科） 片根 満保（進路指導部長･国語科） 
高木  薫（SSH企画部･理科） 菅原加津司（SSH研究部･理科主任） 
栗原 幸子（SSH研究部･数学科主任） 山口 壮介（SSH研究部･英語科主任） 
金田 郁夫（SSH研究部･理科） 廣澤 潤一（３学年主任･理科） 
梶山 昌弘（渉外部長･理科） 浦川 順一（理科） 
松浦 寛子（理科） 鈴木  秀（理科） 

 

２ 高大接続委員会記録 

 （１）第１回高大接続委員会  日時：令和３年 6月２日(水)16:00～ 会場：水戸二高会議室 

令和３年度 SSH事業計画、課題研究の方法について、大学入学選抜方法について協議を行った。 

 （２）第２回高大接続委員会  日時：令和４年１月 12日(水)16:00～ 会場：茨城大学理学部第２会議室 

課題研究担当教員が全員出席し、進行中の全 17件のテーマ一つ一つについて、実験の進め方や

今後のまとめ方、追加すべき検証方法等、詳細かつ具体的なアドバイスを頂くことができた。 

３ SS 課題研究の成果 
【３】SS 課題研究における研究テーマ一覧 

 （１）３学年（SSコース 31名） 単位数：１単位 実施期間：令和２年４月～ 

研究テーマ 生徒数 担当教科（科目） 
マイコンカーラリー ２ 理科（物理） 
糸なし糸電話の応用 ３ 理科（物理） 
骨伝導イヤフォンの研究 ３ 理科（生物） 
母なる海に迫る危険 ～マイクロプラスチックによる海洋汚染～ ３ 理科（地学） 
二つの顔を持つ瞬間冷却材 ２ 理科（化学） 
ANTI BUBBLE ～洗剤の成分と強度の依存性について～ ３ 理科（化学） 
閉鎖系 Belouzov-Zhabotinsky反応における酸素の影響 ３ 理科（化学） 
煌めきの銅葉 ～電析による銅薄膜の形成条件を探る～ ２ 理科（化学） 
ビタミン C電池 ２ 理科（生物） 
水の浄化 ２ 理科（生物） 

 （２）２学年（SSコース 39名） 単位数：１単位 実施期間：令和３年４月～ 

研究テーマ 生徒数 担当教科（科目） 
ドブルの数学的解釈 ２ 数学 
木造建築の耐久性 ２ 理科（物理） 
高い音の活用法 ２ 理科（物理） 
アセチルサリチル酸の合成の収率 ２ 理科（化学） 
カメレオンエマルジョンの研究 ３ 理科（化学） 
お茶の可能性～天然の界面活性剤～ ２ 理科（化学） 
BZ反応の停止・復活における溶存酸素濃度変化 ２ 理科（化学） 
Zn金属葉～成膜のコントロールと構造解明～ ２ 理科（化学） 
CODを効果的に低下させる条件を探る ２ 理科（生物） 
栄養価の高いもやしの栽培 ３ 理科（生物） 
効果的な菌の減らし方 ２ 理科（生物） 
梅染めを色落ちさせない！ ２ 理科（生物） 
発酵食品の賞味期限コントロール ３ 理科（生物） 
昆虫は美味しいか？～アミノ酸定量法～ １ 理科（生物） 
持続可能な未来と昆虫食 ２ 理科（生物） 
脳のない天才～粘菌の研究～ ４ 理科（生物） 
マイクロプラスチックによる海洋汚染２ ３ 理科（地学） 

 

４ ＳＳＨ運営指導委員会 
１ 構 成 

（１）運営指導委員（敬称略） 
折山 剛  茨城大学副学長 化学領域 教授 運営指導委員長 
新井 達朗  筑波大学教育社会連携推進室 特命教授 
大塚 富美子 茨城大学 理学部 数学･情報数理領域 准教授 
群司 晴元  茨城大学 教育学部 准教授 
磯崎 寛也  茨城電機工業株式会社 代表取締役社長 

（２）茨城県教育庁 
柳橋 常喜 高校教育課 課長 岡野 敏昌  高校教育課 副参事 
津賀 宗充  高校教育課 指導担当課長補佐 西田 淳   高校教育課 指導主事 
安藤 剛   高校教育課 指導主事  

（３) 水戸第二高等学校 
石井 純一  校長 鈴木 教生  教頭 
冨澤 英士 教育デザイン部長･SSH委員会委員長･理科 高木 薫  SSH企画部･理科 
菅原加津司 SSH研究部･理科主任 金田 郁夫 SSH研究部･理科 

２ 運営指導委員会記録 

（１）第１回運営指導委員会 

   ① 日時・会場 令和３年７月 17日(土)13:40～14:40 駿優教育会館 801号室 

② 出席者 折山、大塚、新井、群司、磯崎、西田、石井、鈴木、冨澤、高木、菅原、金田 
   ③ 協 議 
    ア SS課題研究発表会について 

・何より発表した生徒たちは、研究を楽しんでいる。･･･全委員 
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６ 令和３年度入学生教育課程表 
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＜注記＞ 

「水戸二高の SSHサイクルや主体的・協働的な学びを活用した、科学技術を牽引できる女性の育成」の課題実現へ向けて、既存の

枠組みでは対応できないことから以下のとおり学校設定科目を実施する。 

ア 「自然科学Ａ」：１学年において「化学基礎」、「生物基礎」に替え、４単位で実施。２学年文系で「地学基礎」、「社会と情報」

（１単位）に替え、また、２学年理系、SSコースで「物理基礎」又は「地学基礎」に替えて、それぞれ、２単位で実施する。 

イ 「環境科学」：２学年文系・理系で「社会と情報」（１単位）に替え、１単位で実施する。 

ウ 「SS化学Ⅰ」：２学年理系・SSコースで、「社会と情報」の１単位と「化学」の２単位を合わせ、３単位で実施する。 

エ 「SS課題研究」：２学年 SSコースは「社会と情報」（１単位）に替え、１単位で実施する。 

６ 令和３年度入学生教育課程表 
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編 集 後 記 

 

本校が文部科学省によるスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の指定を受けて

から、今年で 16 年です。本校のＳＳＨ事業は昨年度、第Ⅲ期の５年目を終了しましたが、

今年度から新たに２年間の継続を指定され、第Ⅲ期の研究開発課題である『水戸二高Ｓ

ＳＨサイクルや主体的・協働的な学びを活用した，科学技術を牽引できる女性の育成』

に、引き続き取り組んでおります。 

継続措置であっても、バラエティ豊かな事業を展開するという本校のＳＳＨ事業の強

みを生かして、これまでと同様の充実した活動を企画していたところですが、昨年度か

ら続くコロナ禍の脅威は、今年度の活動にも影響を及ぼし、いくつかの行事が実施断念

を余儀なくされました。 

しかし、そうした状況においても、「ＳＳ課題研究」「START プログラム」「環境科学」

における探究的な学びは無事に進めることができました。７月にはＳＳＨ課題研究発表

会、２月には研究成果報告会･成果発表会を開催し、探究の学びの成果を全校生徒が披露

しました。これらは、科学技術を牽引できる女性としての発想力や問題解決力及びそれ

らの基盤となる興味・関心、知識・理解、科学的思考力の育成を目指す本校ＳＳＨ事業

の中心をなす取組であり、実施できたことを本当にうれしく思います。 

また、本校は昨年度、探究的な学びを軸とした学習活動のさらなる充実と、ＳＳＨ事

業への組織的な取組の一層の推進を目指し、校務分掌として「教育デザイン部」を立ち

上げました。新分掌は日を重ねるごとに機能性を高めており、コロナ禍によるさまざま

な制約の中でも、各事業の最大限の効果を得られるよう創意工夫を図っています。とは

いえ、今年度も大学や研究所、各種学校、卒業生との連携を思うように取れなかったこ

とも事実であり、水戸二高ＳＳＨサイクルの推進という点では大変残念です。コロナ禍

の一刻も早い収束を何よりも望むところです。 

本校は今後も、地域と連携・協力しながら、女性科学者育成の基盤づくり、そして、

探究の学びの進化と汎用化に取り組んでいく所存です。これまでの関係各位の皆様のご

協力に感謝申し上げるとともに，さらなるご指導ご鞭撻の程どうぞよろしくお願い申し

上げます。 

（ＳＳＨ担当 教頭 鈴木 教生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度指定 

スーパーサイエンスハイスクール 

研究開発実施報告書 

経過措置（１年次） 

 

 発 行  令和４年（2022 年）3 月 

 編 集  茨城県立水戸第二高等学校 

 所在地  茨城県水戸市大町２-２-１４ 

 電 話  029-224-2543 

 ＦＡＸ  029-225-5049 

－ 44 －


